


二人の出会い




　プラナは父親に頼まれてカトルラからルーテクスに手紙を持っていくことになった。父ディックは娘を完全に信頼していたからこそ、一人でちょっとしたお使いに出させたのだった。実際のところ、ディックに連れられてディーター侵入を果たしたことのある少女にとってこの程度の仕事は容易だった。

　本格的な旅に出るときと同じ様に朝早くに家を出たので、足の速い彼女は昼前にはルーテクスの郊外にたどり着いた。あまり機能的とはいえない市街地を通り大学を目指すのだからこれからのほうが大変だ。彼女は茶色い髪を左手で梳いた。

　左のポケットには便箋が一つはいっていて、右のポケットにはおやつが入っている。プラナはおなかがすいたな、と思いそれを食べることにした。一つしか入っていないわけではない。が、あまりにもボリュームが少ないので若干８歳の少女の小腹を膨らますことすら出来ない。彼女は仕事を終えてから家でゆっくりと、両親とともに食べることになるであろう夕食を思い、我慢した。

　父の情報を頼りに道を探し進んでいくと、言っていた通り坂道に差し掛かった。彼女は一息ついてから坂を上り始めた。今は彼女はゆっくりと歩いていた。目的地は近い。急ぐ必要はもうない。

　ルーテクス大学歴史図書館の横を通り過ぎ、第一講堂に入る。ホールは多くの学生で賑わっていた。彼女は彼らの話を小耳に挟みながら奥へ進んでいった。




　手紙を渡し、さあ戻ろう、と思ったところで彼女は誰かを見つけた。彼女の栗色の瞳が大きく見開かれる。ポニーテールになっている髪を縛っている二本のリボンはそんなことにも動じなかった。彼女はとりあえず駆け寄ることにした。




「私に何か用？」

ところが彼女が背から声を掛ける前に、少女の方が答えたのだった。彼女は振り向いてプラナを見つめた。プラナも彼女の瞳を見る。二人はしばらくお互いの瞳を覗きあっていた。

「これ食べる？」

彼女は右ポケットからお菓子を取り出し、少女に渡した。彼女はそれを受け取り、傍にあるテーブルの上に置くと再びプラナの方を向いた。

「食べると話が出来なくなるから後でね」

彼女はそういうと立ち上がって続けた。

「あなたとは何か気が合いそうね。良かったら奥で話さない？」




　緑色の肩までかからない程度の長さの髪の少女は英雄の娘を自分の部屋に案内した。そこは第一学生寮の屋上に特別に作られた部屋だった。第一講堂と第一学生寮をつなぐガラス製の渡り廊下を恐怖しながら渡った二人はそこにたどり着くまでの間特に言葉を交わさなかった。

　彼女は部屋の扉を開けるとプラナを先に中に入れた。そのすぐ後に少女も入る。部屋の中には大人用のベッドが一つと彼女の家にもあるような大きさの本棚が二つ置かれていた。大きな机の上には最大サイズのインク壷が黒、赤、青の三色と、紙束が置かれていた。ライトグリーンの髪の少女は机の横にテーブルに座り、プラナをベッドに座らせた。

「私はルーン」

「え！？あのルーン？」

「そう。そういう反応されるって思ったからここで話すことにしたのよ」

「ルーン＝フィン＝エルファースか・・・。去年主席でここを卒業した・・・」

プラナは感慨深げに言った。

「大したことないよ。あなたは？」

「あたしはプラナ。プラナ＝Ｅ＝レヴァーディア」

「・・・呆れた。何でレヴァーディアの娘なんかが一人でこんなところに」

「手紙を持ってきたの。それだけよ」

ルーンはふうん、と頷き、机に向かった。プラナは彼女が何をしようとしているのか分からなかったがとにかく時間がかかると思い、ベッドに横になった。




　ルーンにとっては短い時間、プラナにとっては長い時間が過ぎた。ルーンは目を閉じている少女が眠っていないことをすぐに悟り、話しかけた。

「私たちはもしかしたら」

「ん、何？」

「いや、なんでもない。いいなあ、プラナには両親がちゃんといて」

「・・・・・・」

栗色の瞳の少女は答えなかった。

「あ、ゴメン。こんな事言われたら答えに窮するよね」

「出会ったばかりの人を気遣うのは大変よね」

「そうね」

ルーンはそう言いながらプラナの全身を眺めた。かつてどこかで彼女を見たことがあるような気がしてならない。それは何時だったのだろうか。分からない。

「じゃあ次の話題。何か面白い話をして」




　プラナとルーンは順番に自分の実際に体験した話や、伝聞した話、各地に伝わる伝承などを話した。ルーンは特にプラナのカールソラーナの伝承に興味を持った。プラナはルーンがここルーテクスに自分の記念公園が作られるのが嫌だ、という話が印象に残った。

「さてと、それじゃああたしはそろそろ帰るね。遅くなっちゃう」

夕方まではまだ時間があるが昼は明らかに済んだ時間に彼女は言った。

「うん。またね。会えて良かった」

「今日は良い日だったわ。あたし一人で来て正解だったみたい」




　プラナは部屋を出て行った。ルーンは天上のルビーを見つめながら、次の研究のことを考えた。だがどうしても思考は英雄の娘のことのほうに向かってしまう。彼女はディック＝Ｃ＝レヴァーディアの冒険記録でも明日になったら調べよう、と思った。

「プラナか・・・。何か私と似てる・・・」

彼女はそう言い、再び他の人と意見を交わすために講堂のホールに向かった。


大学での生活




　あるものはありないものはない

　理は虚空より来たりて混沌へと帰す

　現在を生きるは私たちだけ

　彼らは既にこの地を去ってしまった





ルーン＝フィン＝エルファース「根源理論」






　ルーンは赤い表紙の本を閉じた。そして顔を上げて数回瞬きしたあと、窓のほうを見る。今日はいい天気だ。彼女は立ち上がろうとした。そのとき、研究室のドアが開き、聞きなれた声がした。

「皆さん、パンが焼けましたよ。とりあえず勉強はやめて何か食べましょう」

そういうと男女どちらとも取れる中性的な顔つきをした人は焼きたてのパンの沢山はいったバスケットを机の真ん中に置いた。

「毎日こんなに沢山焼いて・・・食べきれないって」

紙に何か書きこんでいる男子学生がその人のほうを向いて言った。

「余った分は郵便局に持っていって鳥のえさにするんです」

男はふーん、と答え、再び紙にペンを走らせた。

　彼女はパンを一片取ると、こういった。

「ライト、いつもご苦労様」

ライトと呼ばれた人は言葉を返す代わりに笑顔を返すと部屋から出て行った。ルーンはパンをかじりながら窓に向かった。窓の外には彼女の一番嫌いな景色が広がっている。一見すると美しい自然だが、彼女はとにかくこれが大嫌いだった。ルーンは窓の縁に寄りかかりパンを食べると、本棚に向かい新たに薄い本を一冊手に取り机に戻った。




　やがて日が暮れてきたので皆は部屋に戻ることになった。ルーンは大抵室長が部屋を閉める直前、殆ど全員が帰った後に部屋に戻る。そのころには日は暮れていて、彼女は手探りで真っ暗な廊下を進むのだった。今日ももちろんそんな感じだった。

「ルーン、そろそろ今日は終わりにしないかい？」

彼女は黙ってペンを走らせ続けた。

「だから今日はもう終わりに・・・」

「もう少し待ってください。これを書いておかないと」

「部屋でやればいいだろう」

「部屋は寝るためにあるんですよ」

彼女は言いながら書き続けた。しかしすぐに手は止まった。

「終わりました。ツヴァイク室長、今日はお疲れ様でした」

彼女はそういい、紙を机の上に残したまま部屋を出た。




　暗い廊下を進むのは慣れているので特に苦労することなく自分の部屋に着く。彼女は暗い部屋の中をいつものように進み、ベッドの中にもぐりこんだ。眠気はすぐには襲って来ない。彼女は次の研究のことを考えた。今やっているのはここルーテクス大学の変遷を纏めることだ。彼女が現れてから大学は大きく変わった、といわれているが調べてみればそんなことはないのだ。精々、自分を記念する公園が出来たくらいである。

　次に研究することは魔法とは何かについてだ。かのものの血を引くミリアは魔法粒子論によって魔法を説明した。しかしルーンにとってはあの理論は間違っているとしか思えなかった。反論する人ももちろんいたが、どれもいまいちな感が否めない。彼女はどこが間違っているのかを考え出した。そして考えているうちにいつの間にか眠ってしまった。




　朝日が窓から差し込んでくる。ローヴとエウスは太陽の高さの関係で日が彼女の顔にかかり、ルーンはそれでこの季節は毎日目を覚ます。彼女はベッドから降り、机から赤い本を一冊取り出し、部屋を後にした。

　屋上では朝のすがすがしい風が吹いている。彼女は大きく伸びをすると、階段を下りた。適当に他の学生と会話しながら研究室へと向かう。今やっている作業は今日中には終えてしまいたい。途中、ルーンに手紙を渡す者がいたが、彼女はそれを無言で受け取るだけだった。彼女は研究室の中にはいった。




　右手には部屋から持ってきた本が、左手には先ほど受け取った手紙が、そして机の上には昨日のままの状態で紙と本が残っていた。彼女はさっそく机に向かい、ペンで昨日の続きを書き始めた。

『１２３３年のルーン＝フィン＝エルファース記念公園完成以降、ここの建物自体には変化はないです。もちろん、老朽化などは確実にしていますが。研究に関しての変化はこれ以降では魔法粒子論の存在が大きいです。これの誕生は今までの魔法理論の集大成とも言われるべきで現実と魔法の接点としての価値は非常に大きいです。蔵書もそれに関する論文などが大量に増えたのですが私は残念ながら全てを読んでいないので代表的なところのみ抑えておきます。目立っていないけれどもいい論文ももちろんあると思うんですが。まずはウェイズ著「現実論」。魔法粒子の存在する現実は架空の現実であり我々の存在する現実ではない、と論じています。本来ならば最初に取り上げる本はミリアの説を肯定し、補足するものにするべきなのでしょうが魔法粒子論はそれ単体で完成されすぎているのでそういうものには中々出会えません。次にケイン＝シル著の「空間魔法概論」。魔法粒子論では説明不可能な、コーデリア家のみが使えるあの魔法について述べています。これによれば魔法粒子そのものを歪め空を操るのが空間魔法だということです。最後にディーター神話の中の一節を紹介します。「ライラは魔法そのものだった。ゆえにライラは人にも神にも魔法の力を授けることが出来、それはライラが最初に存在した混沌に由来した」。神という概念を持ち込んでいるだけで言っていることはミリアの理論と同じ様な気がしてなりません。これはディーターからレヴァーディア父子が持ち出したもので、最初は単なる神話としてしか認識されていませんでしたが魔法粒子論以降に価値を見出されたのでここで取り上げておきます。ここルーテクス大学の変遷は文章で感じ取るより実際に自分で感じ取るのが一番だと思われます。皆さんの楽しい大学生活、街での生活を祈っています』ルーンがここまで書き上げる頃にはお昼になっていた。彼女は席を立つと研究室を出た。待っていれば誰かが食べ物を持ってくるかもしれないが今日は食堂で美味しいものを食べたい気分だった。食堂は第二講堂と屋外円形劇場の中間点にある。草花が咲き乱れる美しい造りの大学構内を彼女は歩いた。食堂のカウンターでグラタンを注文し、彼女は中２階の４人用の席に座った。そこでふと、朝貰った手紙を持ってきていることに気づく。彼女はそれを開いてみた。それにはこんなことが書かれていた。

『来季末に予定されている劇の上演を中止させたい。俺の友人ノートが主演だが不治の病で療養中だ。あいつ以外にこの劇の主役を演じることが出来る奴がいないのは分かっているが、それであいつが死んでしまったら元も子もない。とにかくやめさせたいので協力する気のある人は演劇部に抗議しに行ってくれ。友人のためにも、頼む』

「うん、君もそれを貰ったのかい？」

いつの間にか向かいの席に誰かが座っていた。

「ええ。来季末の劇ってなんでしたっけ？」誰だかわからなかったが彼女は適当に話をすることにした。

「ええと・・・美しい時代から暗黒の時代へ、だったかな？カールソラーナが中心になった未来の時代に、その街が魔の森に覆われてしまうまでを描いた話だ。主人公はキースっていう男で徐々に黒い木に覆われていく街に絶望しながらも結局何も出来ない。主人公の友人はディディとナ。ディディは木を伐採したり火を放ったりと強硬手段で街を森から救おうとする。ナは次に定住するにはどこがいいかを延々と考え続けるだけ。カールソラーナの人が中々魅力的だ。ローヴ・エウス山脈が出てこないのが少し残念だがね」目の前の男はそう言った。

「ふうん。中々面白そうね。あなた見たことあるんですか？」

「ノートが塔で闘病生活を送るようになる前日に、最後の劇としてやったからな。君は知らないのかい？」

「聞いたこともなかったです。何時の話ですか？」

「ルーンが卒業する１年前、って言えば一番分かりやすいかな？」

「・・・そうですか。どうもありがとう」

「そうだ、君、名前は？」

「私？私の名前なんて気にしないでください。私もあなたの名前は聞かないことにしますから」

それからしばらく会話は途絶えた。やがて熱々のグラタンが運ばれてくる。ルーンは銀のスプーンを無理やり木のスプーンに変えてもらって、それでグラタンを食べた。

「美味しそうだな。一口くれないか？」

「自分で頼んでくださいよ」

「頼むほど食べたくないんでな」

「それは食べなくていいって事ですよ」

彼女はいいながら少しなら分けてもいいかな、と思った。だが全部食べたいのでそれはやめた。耐熱皿を空にし、スプーンを置くと彼女は首を回し、それから席を立った。目の前にいる男にさよならを言い、食堂を出る。彼女は真っ直ぐ研究室に戻ろうかとも思ったがちょっと寄り道してみよう、とも思った。寄り道するとしたらどこに寄ればいいのか。それはわかっている。彼女はそこに向けて歩み始めた。




　塔の中は石で造られているだけあってひんやりとした空気が漂っている。壁に沿って設置された螺旋階段を彼女は無言で登る。この塔はもともと単なる見晴台として建てられたもので階段を登っても屋上に出るだけで途中に部屋などないはずである。が、中に入って見上げた時に既に気づいていたが塔の中央付近、高さも中間くらいの地点に縄で吊るされた四角い部屋が浮かんでいたのだった。彼女はそこ目指して螺旋階段を登っていた。立ち止まり汗を拭く。一呼吸置いて再び歩き始める。もう少しだ。彼女は特に急ぐわけではなかったが早くつきたいとは思っていた。

「ここね」

　部屋に扉はなかったが、何故か中の様子を見ることは出来ない。光を操る魔法が入り口にかけられているらしかった。彼女はそこを通り過ぎようとした。しかし何かが邪魔をして通ることが出来ない。

「魔法？・・・私の邪魔をするなんて・・・」

彼女は自分を通そうとしない闇に手を当てると、２、３言葉を呟いた。すぐに暗闇に光が満ちる。「イフィト・サート・イフィト！」彼女はそう言い、邪魔な闇を光で照らし出した。「これで通れるわね」彼女はそういい、部屋の中に入った。




「僕に何の用だい？」

部屋にいたのは彼女の予想よりはるかに若い男性だった。彼女は年齢を聞こうとした。

「ええと、とりあえずあなたのことをいくつか質問させて。名前はノートであってるわよね？」

「ああ。いくつかって事は他にも質問があるんだろ？」

「次は年齢。２０無いみたいに見えるけど・・・」

「１５だ」

「・・・５歳で主演を演じたの！？」

彼はしばらく黙った。そしてこう答えた。

「まだ質問はあるんだろ？」

「何でこんなところにいるの？他にも場所はあるんじゃないの？」

「魔法で封じるためにはここが一番いいんだ。誰にも会いたくない気分だから」

「そっか。来ちゃダメだったかな？」

「いや、一人で寂しかったところだしな。友人１人が定時に食べ物を持ってくるだけっていうのは流石に寂しい」

彼女はそれを聞き、ある疑問が浮かんだ。

「ノートって今度美しい時代から暗黒の時代へとかいう劇の主役をやるんだよね？お友達はそれに反対してるみたいだけど何で主役をやることになったの？友人１人しか来ないならそこが少しおかしい・・・」

「その友人に手紙を持たせて演劇部に持っていってもらったんだ。そして演劇部長に手紙を渡し、その場で僕の意思を知ったわけさ。少し考えればわかるだろ」

「なるほどね。不治の病って聞いたけどそれは具体的にどんなものなの？」

「・・・禁句か。わかった。それじゃあまた明日来てもいい？」

ノートはベッドに横になったまま、首を縦に振った。彼女はそれを確認すると部屋を出た。




　塔から外に出た直後に触れた外気はとても気持ちいいものだった。彼女は腕を組んで前に伸ばし、塔を背もたれにして座り込んだ。太陽は頂点と地平の中間にぽっかりと浮かんでいる。学生はそんな彼女を気にも留めずにどこかからやってきてはどこかへと去っていく。ルーンは立ち上がる気にもならないので目を閉じた。

　現実は何から構成されているのか。魔法も現実を構成する要素の一つなのか。だとしたらそれは一体人間にどんな作用を及ぼしている。不意にそんな考えが思い浮かんだ。これを突き詰めればコーデリアの理論に反論できるかもしれない。現実を構成する要素とは何か。彼女が今見ているのは大空。そこには昼は太陽が輝き、夜は星が煌く。そしてツートラト大陸、通称途上大陸では月が大地を照らす。空を見ることを忘れたら意味を見失うに違いない。彼女はまだ考えた。次に思いついたのは禁忌の魔法。生命を操るかの魔法だ。それが何故禁忌なのかは倫理観による側面が大きい。神話に因っている価値概念がそれの意味を定義し、結果として禁忌としているのだ。少なくとも彼女はそう思っているし、研究と後学のためにそれを学びたいとも思っていた。そして生命がなければそもそも考えを持つことが不可能。ルーンは一人頷いた。ルーンは自分がいる場所はなんなのか考えた。ルーテクス大学。そんなごまかしじゃない答えを。言葉でそれを表そうとしても適当なものは中々見つからない。空間、が適当じゃないか、とは思うのだがどうしてもそれから他の意味を取り除き厳密に扱うことが出来ない。言葉を扱うことが自由に出来れば作家になれる。それは素晴しいことだ。いくら彼女が天才と呼ばれていても作家という存在だけは超えることが出来ない、彼女自身はそう考えていた。

「空間、でいいかな・・・」熟考しても良い単語が思い浮かばないので仕方なく彼女はそれを選んだ。構成要素にはまだ足りない気がする。一体何が足りないのか。彼女はそれを考えようとしたが、今は無理だとも思った。一度に多くのことを考えすぎると独りよがりなものになってしまうからだ。一度冷静になってこの考えを推古するべきだ。彼女は立ち上がり、塔の方を向き、上を見上げ、地面を見下ろし、そこを離れた。




　今日はこれ以上研究を続けられない。ルーンはそう思ったので研究室に寄らずに真っ直ぐ自室に戻った。大学の変遷を纏める作業は終了した。書き上げた文章は机の上に放置されているが図書館の論文課に提出するのは後でいいだろう。彼女は窓辺に立ち、ため息をついた。丸い窓ガラスに微かに映る彼女の顔。ルーンはそれに向けて微笑みかけた。その後、首を横に振り、椅子を引いてそれに座った。先ほど考えたことを纏めるためだ。まだ足りない気がするが、何が足りないのかを考える前に何故足りないのかを考えなければいけない。空間を基盤として大空は存在している。空間と空の下に生命はある。空間は一体どこから来ているのか。

「空間・・・そういえば・・・」

彼女はふと、友の手にある紅い宝珠のことを思った。それは炎であり、空間である。レヴァーディアによって見出されたかの宝珠だ。

「じゃあ足りないのは炎？」

「でも炎は火種がなければ発生しない。・・・根源的な意味での炎？でもそれは生命の炎と同一な気がする」

ルーンはニーズライアのことを頭から振り払おうとした。でも中々それが出来ない。一つのことに固執していては新しいものを生み出したり考え出したりすることは難しい。彼女は今日はもう無理だと思った。まだ日は暮れていないが今日はもう寝よう。ライトグリーンの髪を軽く撫でて、彼女はベッドに横になった。




　早く寝たのだから早く目が覚めるのは当然だ。彼女は真夜中に目が覚めてしまった。部屋は真っ暗だ。暗闇は別に怖くはない。むしろそれを美しい、とさえ感じることが出来る。夜空を照らす星の煌き。混沌に浮かぶ、神々が住まうとされる輝き。魔法を司るライラ。虹色の輝きはたとえ雲に覆われていても、嵐であっても、少しは地上に届く。太陽の力強い輝きはデュスト。混沌から大地を生み出した創造神だ。しかしデュスト＝クルスターは生命を作り出せなかった。生命の神はノーンティク＝クルスター。ライラ＝ミーンスとデュストの息子。

「じゃあ足りないのは大地？混沌？」

彼女は暗黒の中、そう呟いた。

「いや、違う。大地は具体的な概念過ぎるし混沌は現実とは無関係」

星の明かりは海を照らし、船を導く。

「そうだ！海だ！」

彼女はベッドから飛び起きた。生命だけではそれを持続させることが出来ない。海は間違いなく必要なものだ。現実の構成要素の根源はこれで確定したと彼女は思った。これを元に魔法の存在理由を考察していけばよい。今日から早速その作業に入ろう。彼女は決心し、一人頷いた。しかしまだ研究室は開いていないし、部屋の天井に付いているルビーに魔力を籠めて明かりを燈してまで研究を急ぐ気にもならない。彼女はもう一度ベッドに横になった。眠気はすっかり覚めてしまった。

「久しぶりにプラナに会いたい気もするな」

彼女は友の名を言った。だが以前のようにレーラ山で遭難するのは嫌である。

「プラナは今何してるのかな？・・・そうだ、そういえば・・・」

「そんな時に力になれないっていう意味では私は間違いなく彼女と一緒にいて問題ないわね」

「でも・・・ううん、私は自分に出来ないことが何なのかくらいわかる。無理にプラナの力になろうとしてもかえって傷つけるだけ」

ルーンは瞳を閉じた。朝日や鳥の鳴き声で目覚める方がこんな漆黒の中目覚めるよりはよっぽど気持ちが良い。眠たくないが無理にでも寝るしかない。ルーンは自分にそう言い聞かせた。




　放置していた論文は同室のコールが図書館に送ってくれていたようだった。彼女はコールに礼を言おうとしたが、好意でしたことなんだから礼などいらない、単なる気分転換だ、と返された。彼女は彼に向けて数回瞬きをすると、自分の席についた。本棚に向けて歩くエリーに声をかけ最上質の紙を持ってこさせる。彼女は使役されることに文句を言いながらも素直に従った。多分ルーンが最上質の紙を使って何を書くのかに興味があったのだろう。彼女はエリーが戻ってくるまでの間魔法粒子論のことを考えていた。一体何故自分はあれにここまで反論したいのか。わからない。

「・・・何故自分自身がわからないのか。これは次の課題ね」

彼女は頬杖をつきながら一言そう呟いた。

　やがてエリーは紙を１０枚くらい持ってきた。一見すると単なる漂白紙だがインクの吸い込み方が段違いの紙である。彼女は早速ペンを走らせようとした。だが書き出しが思い浮かばない。いつものことだ。

「タイトルだけでも書いておこうかな？」

「ルーン、他人を使っておいて何も書くことがないの？」

すぐ横でルーンがペンを持って何を書くのか興味津々な様子で覗き込んできている女性が言った。

「書きたいことはあるんだけどね。考えも頭の中では纏まってる」

「私が代筆してあげようか？」

「・・・あなたね、他人の真似事ばっかりしてないで少しは独自性のある研究テーマを設定しなさいよ」

「過去を生きた人のやったことをなぞるのは大切なことでしょ」

「時代が違うわ」

「そうかしら？時代が本当に違ったら・・・」

エリーはそう言うと、奥の部屋に去っていった。




　ルーンは突如立ち上がった。ペンを構えて、インクが乾き、インク壷にペンを突っ込み、再びペンを構える、という作業を何度も繰り返したが何故か書く気にならない。それに自分が何で立ち上がったのかもわからなかった。彼女はペンを机の上に置いた。彼女は研究室を出た。外を目指して歩いていると途中で偶然バスケットを持ったライトに会ったのでパンを二切れ貰った。

「そうか、ノートに会いに行かないと」

緑色の髪の少女はそのことに漸く気づいた。

　外はやや強い風が吹いていた。肌寒い。もうすぐセーンなのだからそれも当然かもしれない。塔の中は異質な寒さが充満している。冬の寒さとも違う、むしろそれの反対。冬の暖かさ、とでもいうべき寒さだ。昨日と同じ様に階段を登り、部屋の入り口にかけられた魔法を解き、中にはいる。ノートは彼女の想像通り昨日と同じ様に部屋のベッドで横になっていた。

「パン持ってきたから一緒に食べよ」

ベッドの縁に座り、ルーンは言った。だが彼は拒絶した。

「私一人じゃ２つも食べられないんだけど」

「そこに置いておけ。友人が来たらそいつに食べさせる」

「それから・・・お前は毎日ここに来るつもりなのか？」

「わからない。ここに来ることが日課になるか単なる気分転換のままか・・・」

「僕はお前の気分転換なんかに利用されるのか」

「誰かに利用されるってのも悪くは無いわよ。ノートは死に利用されてる」

「・・・それは僕が死を恐れていないように見えるって意味か？」

「さあ。言葉の意味をそれを発した本人が特定してはいけないわ。そうした時点でそれは言葉ではなくなる」

「お前は・・・全部演技なのか？それは・・・脚本の理論だぞ」

「あなたは役者よ。どんな病なのかは知らないけど私がここに居るときくらいは役者として自分自身を演じなさい。そしてその自分っていうのは死とは無関係なのよ」

彼女は自分で言っていてわけが分からなかった。

「お前・・・そういえば名前を聞いてなかったな」

ノートは言いながら身体を起こした。辛そうだったがルーンは手助けしなかった。彼女はノートの瞳を初めて、はっきりと見つめた。少年のようでありながら老人のようでもある深く鋭い眼光。彼女は何かを考え出そうとしたが、今はまだそのときではないと思い、やめた。

「私は・・・名乗って良いのかな？」

「お前は僕の名前を知ってる。不公平じゃないか」

「いや、多分バランスが崩れると思う」

彼女は彼の身体から視線を逸らした。

「僕の知りたいという願望を満たさせないつもりか」

「それを言われると弱るな。私はルーン。ルーン＝フィン＝エルファース」

「それだけか？」

「何分けの分からないこと言ってるのよ」

「人は何らかの役を演じている。僕だってそうさ。ノートって役を演じてるだけに過ぎないんだよ。その役は不治の病で、塔に篭って友人以外に会おうとせず、一日中寝て過ごす」

「つまりあなたは自分自身として振舞っていないのね。言われてみれば私もそうかも」

彼女は一人頷いた。

「だからつまりお前は一体なんなんだ」

「そういう問い詰め方を出来る人間が何で不治の病でもう長くないのか・・・。長生きできれば凄い成果を残せるだろうに」

「まあいいわ。このパンを食べ終えたら私は行くわね」

ルーンはそう言い、パンを口に運んだ。ノートはその姿を、上体を起したままで見つめた。彼女は頭の中で翌日の予定を考えた。明日はここには来ない。何故かそう結論付けられた。彼女はパンを食べ終えると塔を出た。




　書き出しの文章を考えながら研究室に戻る道を歩む。彼女は何故自分が書き出しを思い浮かばないのかを突如理解した。まだ半分しか考えていないのだ。現実を構成する要素を考えただけだ。魔法を構成する要素を考えていない。更に現実と魔法との違い。この二つは区別できるのか出来ないのか。これを解決すれば嫌でも論文を完成できるだろう。

「そうだ、魔法にも構成要素はあるしそれに根源的なものはある」

彼女は立ち止まり、そう言った。

「そして魔法と現実の境目・・・なんとなくあるような気がする」

彼女は考えが進むにつれて理解する快感を覚え始めた。まだまだ不足しているがこの方で問題なさそうだ。研究室にたどり着き、彼女は深い思考を続けた。

「現実は全て何かが噛み合わさっている。魔法も何かの組み合わせで出来ているとしたら？でもその何か、は魔法粒子でも充分だし・・・」

彼女は手を叩いた。ふと閃いたのだ。

「そうだ、魔法粒子は現実と魔法を等価なものとみなす考え方なんだ。私はそうじゃないと思ってる。じゃあ魔法を構成する要素は現実とは全く異なるものになる。例えばそう、結局現実が複数の組み合わせから成り立ってるように魔法も複数の組み合わせから成り立っているはず。２つ要素があればそれから無限大を生み出せる。いいや、２つから生み出すとどうしても例外事項が生じる。じゃあ３つ、４つ？根源的な事象が多くありすぎても困りものよね」

ルーンは我に帰ると研究室の自分の椅子に座っていた。彼女は相変らず書き出しが思い浮かばないがペンを持った。先ほどの考えの先が中々思い浮かばない。文章構成でも考えようかと思い、本棚に向かう。その途中で突如彼女は思いついた。魔法を構成する要素４つを。果たして本当にこれが全部必要なのか、あるいはもっと他に要素があるのかは分からないが後は書き出しを考えるだけで論文は完成する。彼女は本棚に向かう途中でターンして引き返した。

「立ったり座ったり忙しいやつだな」

机の向かい側で手の平から光る球体を浮かべている中年の男が言った。落ち着いていられないのか？研究の邪魔だ、とでも言いたい風だった。

「・・・そうだ、自己と他者の相関関係も考えないと・・・。私が他者に影響を及ぼすことと私が影響を受けること。それは無関係なのかどうか。そして何故そんなことが起こるのか」

「黙って考えられないのか？」

彼女は沈黙した。




　辺りはすっかり暗くなった。彼女は自分の部屋に戻り、ベッドに潜り込んだ。




　書き出しが思い浮かばないまましばらくの時が過ぎた。ノートは最近劇の練習を一人で始めたらしい。彼は他の役者がいなくても誰がどう演技して、自分がそれにどう合わせればいいのかわかるという。彼女はそんな彼を演劇の申し子、と評したが、彼はそれを簡単に否定した。「お前はあまりにも理解が無さ過ぎる」と言うことで。ノートのその言葉を彼女は自分が死を理解していない、あるいは身近なものとして感じていない、という意味で言ったのだと感じ取った。

　研究室で何日も前にエリーに持ってきてもらった紙を前にペンを持って時間を無意味に過ごす。一体どこから書き出せばいいのか。あまりにも多く盛り込みすぎると論点が不明になる。やりたいことは魔法粒子論の否定と新たな魔法概念の展開だ。

「魔法を概念化・・・？魔法なんてそもそも人知を超越してるんじゃ・・・」

ルーンは気がつくとペン先にインクを吸わせ、紙に文字を紡いでいた。最近は何かしているようでその実何もしていなかった緑色の髪の少女が真剣に作業している姿を研究室内の半分くらいの人間が見た。半分は向こう側の部屋で資料を漁ったりしている。やがて彼女は紙３枚ほどで文を完成させた。

「終わった。次は・・・次にすることは・・・」

「それを図書館に持っていくことだろ」

ツヴァイク室長が彼女に後ろから声をかけた。彼女は立ち上がり、振り返り、頷いた。

　部屋を出て図書館に向かう。ルーテクスで一番高い位置に大学はあるが、ここに続いている上り坂の終わり付近に歴史図書館はある。あいにくの雨だったが、それを気にする必要の無いまさに最高の紙を用いているので平気だ。それに彼女は自分の容姿を気にするような性格ではなかった。

　彼女が図書館についた頃には服はすっかり雨で濡れてしまっていた。だが彼女はそんなことはあまり気にしなかった。受付に真っ直ぐ向かい、手に持った論文を渡す。

「次の論文大会の発表に。私の補足説明が必要なようだったら声をかけて」

司書はそれに一通り目を通し、紐で左上を閉じた。

「素晴しい論文ですね。流石は・・・」

「あんまりそういう褒め方好きじゃないから。やめることを強制したりもしないけど」

「いや、これどんな駄文でも言うことにしてるんで」

二人は笑った。




　結局彼女が呼ばれないまま論文大会は開催され、彼女の魔法に関する論文が最優秀とされた。今回は彼女の興味を引く論文は全く無かった。後々来るであろう質問状に備えて彼女は図書館で魔法粒子論関連の本を読み漁った。

　だが、送られてきた文書はたったの一通だけで、しかも予想外の内容だった。彼女自身、確かにそれに書かれていることを書きながらわずかに疑問に思ったのだが、改めて他人から指摘されるとなんとも複雑な気分になった。

『俺は最新の論文の目的である魔法粒子論の否定は成功していると思うし、多分俺が生きている間にこれを超える考え方には出会えないだろう。ところで一つ疑問に思ったことがあるんだが、どうして魔法の構成要素の名前を自分の名前と同じ「ルーン」という単語にしたんだ？その理由が気になる』

　読みながら彼女は自分が自分と魔法を等価なものとして解釈してしまっているのか、という考えに囚われた。そこから抜け出すのに彼女はかなり苦労した。だが、名づけるという行為が言葉の意味を抽出する作家の能力であることに気づいたとき彼女はそれから開放された。

「言葉の意味は誰によって決定されるんだろう。私はルーンっていう名前を持ってる。それは私の性格や境遇をも表現してるの？それとも私という存在を、一つの個体として指し示すだけ？・・・わからない？ちがう、わかる。名前は全てを決定している。名前を聞けば全然聞いたことの無い固有名詞でもそれがどんなものか大体想像出来る。もしも間違ったものを想像してもやっぱりその想像の原因は名前だろうし正しいことを知れば単語のイメージも修正される。じゃあ魔法の要素につけたルーンって名前と私の名前は同じもの？たまたま被っているだけ？」部屋で文書を読み終え、彼女はそう言った。

　その日の研究を終え、部屋に戻った後に文書を読んでいた彼女は名前とは結局何なのかを考えながら、明かりを消し、眠りについた。




　次の日にはルーンはすぐに名前とは何かについて書き始めた。昨日の夜に考えたことを発展させれば大体結論は出る。昼食も取らずに夕方までひたすら書きに書き、吟味に吟味を重ね、彼女はその日の夕方に論文を完成させた。彼女はペンを置き、肩を伸ばした。

「早くしないと図書館がしまるぞ。もう日は沈みかけてる」

後ろから所長に声をかけられた。言われて、窓の外を見ると確かにもう空はすっかり黄金色に染まっていた。

「間に合うと思います？」

「行って駄目なら明日にすればいいじゃないか」

「そうですね。いってきます」

彼女はそういうと書き上げたばかりの論文を手に取り研究室を出た。急いでも間に合わない時は間に合わないしゆっくり行っても間に合う時は間に合う。自分のやりたいようにやるべきだ。建物を出て舗装された道を進み、斜面を少し降りると図書館にたどり着く。扉は閉まっていた。彼女はドアに手をかけた。開かなかった。




　部屋に戻ったルーンは論文をもう一度見直した。そして次の一文を書き足した。

『プラナには感謝しています。ありがとう』

別のペンと別のインクを使ったのでそこだけ色が少し変になってしまったが彼女は大して気にしなかった。そして机の上にそれを放置して、夕食をとるべきかこのまま寝てしまうべきか考えた。と、そのときドアをノックする音が聞こえた。彼女は入ることを許可した。入ってきたのは見知らぬ男だった。だがルーンには彼が誰であるのか大体の見当はついていた。

「何でノートに構うんだ？」

「挨拶もなしにいきなり用件を言わなきゃいけないほど緊急の話題なの？それ。こんばんは」

「あいつはお前の思ってるような奴じゃないぞ」

「あなたは彼の友人でしょ。一体どういう意味で言ってるの？」

「外見と能力が何故あそこまで不一致なのか考えたことがあるか？」

「別にそんなもの一致する必要ないじゃない」

「・・・ノートに許可は取ってないけど話しておくべきだな。お前がノートを知るためには必要なことだ」

彼女は無言で続きを促した。

「あいつのかかってる病は急速に生命が年老いていく病だ。命術を使った呪い、とまで考えられたことがあったがあいつには魔法はかけられていない。身体も異常な速さで成長して、美しい時代から暗黒の時代への主演をやったときの１年前には既に今と同じ身体だった。そのときから肉体は成長していない。ただ、生命だけが異常な速さで老いていくんだ。そして・・・」

ルーンは男の言葉を切って、代わりに結論を言った。

「もうすぐ死が待っている。生命の終焉。老いの先にあるもの」

「つまりあいつはそういう奴なんだ。あいつを知るには死を知るしか方法が無いんだ」

「そうかしら？ノートを死から開放することは可能かもしれない。病による死と人間の死はもしかしたら違うかもしれない」

「・・・開放したいのか？救ってやりたいのか？そんな考えで接してもらうことをあいつは決して望んでいないぞ。決定したことから逃げようとは思っていない」

「決定したことを変えるつもりなんて無いわよ。そこに向かう道筋を変えるつもりも無い。ただ・・・ノートはどうしてこの死が目前に迫った時期に劇をやろうといいだしたの？」

「それは・・・」

「あなた、本当に彼の友人？そういうことよ」

彼女はそういうと、無言の圧力で男を部屋から追放した。




　翌朝、彼女は朝食を多めに取ると、研究室には寄らずに彼のいる塔へと向かった。おそらく彼はいるだろう。練習もあの部屋で行っているのだから。別に昨日聞いたことについて尋ねるつもりは無かった。塔の内壁に沿って設置された螺旋階段をいつものように上がっていく。入り口にかけられた魔法を解除し、部屋に入る。

「おはよう。元気？」

「皮肉にもほどがあるな」

彼は身体を横にしたまま答えた。彼女はベッドの側に近寄った。

「元気じゃない役者がやってる劇なんて私は見たくないよ」

「僕は別にお前に見てもらうために演じるんじゃない」

「自分自身の考えを歴史に刻むための手段、でしょ。ノート、あなたにとっては観客なんてどうでもいいんじゃない？問題なのは自分の内面を劇場という空間でどう表現できるか。受け取り方はどうでもいい」

彼は沈黙した。しばらく瞳を閉じた。そして目を開けて、その少し後にこう言った。

「口元にパンくずがついてるぞ」

ルーンは微笑を浮かべ、手で口を拭い、そのまま部屋を出た。塔の外に出ると晴れていた天気は曇に転じていた。彼女は研究室にはいこうとしなかった。そこから見える、自分の一番嫌いな場所へと向かった。


ルーンの見つめるもの




　彼女は歩道の横に萌えている草花を観察し、その景色、そこにある匂いを感じながら先に進んだ。木でさえぎられた狭い道は終わり開けた場所に出る。目の前には噴水があり川の流れのような音を立てて水を噴出している。その開けた場所を囲う木々はどれも広葉樹で、季節に関係なく葉を茂らせている。噴水の向こうにあるベンチに人が二人座っている。男と女だ。彼女はそれを横目で見ながら、例の場所へ向かった。その最中彼らの会話が少し耳に入った。

「ルーン＝フィン＝エルファース記念公園。ここに来るとやっぱり彼女の偉大さがよくわかるな」

「本当。私にもあの人ほどの知恵があれば・・・」




　少し奥には、あの樹がある。彼女は無言でその元へ向かった。木々で覆われていて少し暗めのその場所にそれはあった。エアの大樹。緑色の神の少女はそれを見上げ、近づき、幹に左手を当てた。髪の毛が吹いてきた風になびいた。

「エアの大樹。本当はこんなところにあっちゃいけない。何で私なんかのために無理やり」

「私に能力があろうがあるまいが自然に手を入れてそれを芸術だって主張することは許せない。ありのままでいいのに自分たちの都合のいいように加工することを必要以上に行ってしまう・・・」

　風はやんだ。彼女は手を放し、もう一度樹を見上げ、それに茂っている青々とした葉をよく見つめてから、公園を去った。噴水の前に鳥が１羽跳ねていた。




　ルーンは公園を抜けた先にある郵便局に向かった。ドアを開けて中にはいると受付と一緒に大量のハトが目に入る。受付の横にはライトがいた。バスケットの中身は空になっている。

「ライト、こんにちは」

ライトは振り向いた。

「その声はルーン。誰かに手紙でも送るんですか？」

「・・・まだ早い気もするし今やっておいたほうがいい気もするし・・・」

「ルーンさんが悩む姿ってカッコいいですよ」

「そんなにカッコよさげな理由で悩んでるんじゃないよ。ごめんね」

ライトを脇に押しやり彼女は受付に向かった。ルーンは受付に一礼するとなんの断りもなく受付を飛び越えた。だが誰もそれを止めはしなかった。彼女はハトの一羽一羽を観察すると再び戻ってきた。ライトはもうどこかに行ってしまっていた。

「どれくらいの時間ハトと遊んでたの？」

「表に出ればわかりますよ」

言われたとおり表に出ると、予想以上に時間が経っていたらしくそこには夕焼けが広がっていた。とはいってもいつの間にかの曇り空の所為であんまり美しい光景とはいえないのだが。彼女は再びルーン＝フィン＝エルファース記念公園に戻り、夕食をとるための食堂に向かった。向かう途中、見上げると屋上の天体観測小屋に誰か人影があった。彼女は食欲より興味がそそられることがあったので夕食を軽く済まし、天体観測小屋に向かった。屋内の階段を登り屋上に出るのが本来の道順だが彼女はそれを無視して天体観測部がよく使う直通のはしごに足をかけていた。しっかりと固定されていてまったくゆれたりしない。時々吹く夜の強風も彼女の髪や衣服を揺らすばかりだ。ルーンは安心して屋上までたどり着いた。夕焼けの頃の雲はどうなったのか、今はすっかり晴れていてあらゆる星を眺めることが出来た。観測所には予想外のことに他にも人がいた。

「星の運行のデータが欲しいのかい？」男のほうが言った。

「違います。ちょっと彼女・・・名前教えてもらっていいです？から感じる雰囲気に惹かれて・・・」

一番高い場所で夜空を眺めている女性は何も言おうとしなかった。

「アイツは少し変わったヤツでさ。雰囲気を感じるってのはわかるけど・・・」

「言い難いことって多いよね。それが自由であるってことでもあるんだけど。皮肉なことよ」

少しだけ空がまぶしくなったような気がした。

「あ、流れ星。天からヒースの方向に流れていった」

彼女が口を開いた。どこか幼さの残る可愛げのある声だ。それを聞いた男はすかさず紙に記録する。紙にはあらかじめ星図が書き込んであった。星明りでそれは浮き上がって見えるかのようだった。

「昼間は星図を書き込んでるんですか？」

「そうだよ。結構楽しいよ。これが楽しめないんじゃここで勉強は出来ないな」

「で、彼女はいったいなんなの？」

「ヴェンティ、こいつがお前に興味を持ったらしいぞ」

ヴェンティと呼ばれた女性はやっとこっちを振り向いた。観測に夢中でルーンがやってきたことに気づいていないかのようだった。

「ヴェンティっていうのね。最近変わった人によく会うのよ」

「私もその例に漏れないわ。私にはあなたは見えない。声しか聞こえない」

「え？さっきの流れ星ははっきりと見えてたじゃない」

ヴェンティは視線を夜空に傾けたまま彼女と会話を続けた。

「そう。星は見える。でもね近くにあるものが全く見えないの」

「今ここで記録作業をしてる人の顔も何も見たことがないの？」

「ない。でも星空が見えるから私はそれでいいと思う」

「魔法でも治せなかったの？ミリアでも無理だったの？」

「試してない。今のままで私は満足してるから」

彼女はすこし俯き加減で考えにふけった。そしてこう言った。

「見えなくても聞こえるのよね。ノートが今季の末に劇をやるわ。良かったらどう？」

「お誘いありがとう。公演は夜よね。曇だったら行くことにする」

ヴェンティは相変らず遥かか彼方を見つめたままだった。彼女は記録係の男に一礼するとまたはしごから降りていった。




　彼女は自室に戻り眠りについた。部屋に射し込む夜の暗闇は彼女を長い間眠らせた。暗闇は去り代わりに現れた明るさ、かすかだが確かに万物全てを照らし出すそれは彼女の閉じられた瞳も照らし、それによって彼女は目覚めた。ルーンは髪をいじりながら部屋を出た。研究室ではいつものように時には語り合い、時には無言で、作業が続いていた。彼女は次にすることが見当たらないので昼食を言い分けにして部屋を出た。

　食堂に行く途中の道を歩いていると路傍に座っている女性が大量のパンを持っているのを彼女は発見した。むしりとって草むらに投げると、そこに大量の鳥たちが舞い込んでくる。だがそんなことを繰り返していても消費しきれるような量ではなかった。

「ライトから貰ったんですか？」

ルーンはその人に話しかけた。

「残念、はずれよ。エルファース。食堂からくすねてきたの。人間が食べるより鳥が食べるほうがパンにとって幸せよ」

そう言いながらまた欠片を草むらに投げ飛ばした。

「あなたにはここにいる鳥が見えないの？」

彼女は両手を広げた。それを見て女は笑った。

「そんなことしてなんになるのよエルファース」

「何にもならないわ。だけどあなたの気分は変わるかもしれない」

「あなたは鳥じゃない。エルファースよ。それ以外の何？何だって言って欲しい？」

「好きなように呼んでくれていいわよ。決めた、私はあなたの持ってるパンを一つ盗んでいくわ。元々盗んだものなんでしょ。私とあなたは同罪ね」

笑いながら手を伸ばし、女性からパンを一つ奪うと、ルーンは走り去った。




　屋外の円形劇場では劇の練習をしていた。彼女はそれを観ながら先ほど入手した食料を食べていた。もう既にセーンに突入しているだけあって屋外はとても寒い。だが季節は移り変わるもの。やがてローヴへと変遷する。劇場では数名の人が踊っていた。その中の一人は白い服を着て、宝石の杖を持ち、多分魔法で髪を銀色に変えていた。踊りが終わるとその女性は杖を天に向け叫んだ。あの呪文の名を。

「リズリア－レヴィーク－ライア！」

真似事でも何でもよかった。クリーム＝コーデリアが秘めていた感情はこうする事でしか伝わらないであろう。彼女は立ち上がった。その瞬間に今まで停止していた思考が再開した。エリーの「時代が本当に違ったら」と言う言葉。真似事の研究に意味はないと考えている自分。エルファースと呼ばれた自分。ノートという名の死が確定している男のこと。あらゆることがあらゆる基盤の上に成り立っていると彼女は悟った。その基盤が全ての前提であると。彼女は小声で「ありがとう」と言ってからその場を去った。行く先は研究室。再び書くことが見つかった。彼女は走った。




　ツヴァイク室長が部屋を閉めると言ってもルーンは思考し、ペンを走らせるのをやめようとしなかった。ついに怒り出したツヴァイクに向かってルーンは「魔法を使っても良いんですか？」と言い、それでも部屋を閉めようとするツヴァイクに対してとうとうルーンは魔法を使ってしまった。彼は倒れた。彼女は天井のルビーに魔力を籠め明かりをつけると作業を続けた。現実が存在しているという全ての大前提。それを破壊するという作業を。

「行き着く先は混沌かあるいはライラ＝ミーンスか」

彼女はそう言いながら原稿にサインをした。夜が明けた。

　図書館に原稿を届けると急激な疲れが彼女を襲った。部屋に戻る余力さえない。彼女は図書館の裏手へと向かった。そこで男女がデートしていたが、彼女はそんなことには構わずその二人のあいだに突っ込み倒れた。ルーンは眠りについた。幸いにも目覚めるまで雨は降らなかった。




　ノートの部屋で練習風景を見たりしながら次に書くことを探したのだがいまいち見つからない。ノートは過酷な練習からかかなり疲れが出ているようだったがルーンは練習を止めようとはしなかった。するだけ無駄だというのもあったし、彼女はそんなことをするほど頭が悪い人でもなかった。

　雨の日や曇の日はヴェンティはどうしているのかと気になりそういう日に天体観測部に行ったが人はいなかった。彼女は晴天の夜にヴェンティ達の所を尋ね部屋を聞いた。そして天体観測部が活動していない夜に彼女はその部屋へと向かった。彼女は部屋の扉をノックした。ヴェンティの声がした。

「ルーンです。入ってもいいですか？」

「どうぞ。何も出せないけどね」

彼女は扉を開こうとした。だが何故か扉のほうが勝手に開いた。彼女は当然思い浮かぶ疑問を口にしようとしたがその前に更なる疑問にぶつかった。

「天体観測部でヴェンティと一緒にいたあなた・・・なんでこの部屋に・・・」

「当たり前だろ。限り無く遠くのものしか見えないんだ、盲目と同然なんだから部屋まで案内してやる必要があるだろ」

「腑に落ちないわね。何で部屋の中に入る必要があるの」

彼はヴェンティの方を一瞬振り向いてから、口を開こうとした。だがルーンがそれを止めた。

「大切にしなさいよ。彼女はとてもいい人だから」

ルーンは彼らの返事は聞かず、扉を閉めてその場を去った。




　『美しい時代から暗黒の時代へ』が上演される前日、彼女はノートに会いに行った、が、彼は部屋にはいなかった。ベッドの横の机にメモが残してあった。

「ここに来るのはお前しかいないだろうが、逆に言えば必ず来るということだ。僕は屋外円形劇場にいる。曇でも雨でも強風でも雪でもだ」

　彼女は螺旋状の階段を駆け下り、劇場へと向かった。屋外円形劇場の舞台上では、数人の人が誰かを囲んで話し込んでいた。その人は倒れていた。口から血が流れていた。

「彼に未来はない。だからこそ今を生きてるのね」

彼女は自分にしか聞こえないようにそう言い、ノートに近寄った。

「こんにちは」

返事など期待できないのに彼女は言った。彼女は倒れている男性と視線を合わせるために座り込んだ。

「練習の具合はどう？」

ルーンは彼の頬を突っついた。反応はなかった。

「時間がかかりそうね。目覚めるまで待つわよ」

これは彼に向けられた言葉でもあったしその周りの人に向けられた言葉でもあった。周りから人はいなくなった。彼女は待ち続けた。夜になってようやくノートは目を覚ました。彼女は彼に顔を向け頷き、魔法の明かりを出した。途上大陸でしか経験できないような明るさが辺りに現れた。

「ノート、多分別れの始まりになりそうね」

「結果が見えている人生よりシナリオが見えている劇の方が楽しめるさ」

「わかってる。でも多分素敵な結果を生み出せるわ」

「生み出してみせるさ。僕にはそれしか残せないからな」

仰向けになったまま彼は話した。

「私もそれはわかってる。私は何を残せるのかな」

「素敵な論文さ」

「そんなもの誰にでも残せる。でもあなたの最後の劇はあなたにしか残せない。最後の輝きを刻めるのはあなた自身なのよ」

「お前の最後の輝きか。その時にならないと分からないんじゃないか。いや、結果が見えているから努力するのと見えていないから努力するのとでは全然事情が違うな。知らないほうがいいんじゃないか」

ルーンは座ったままノートの顔を覗き込んだ。月のような輝きも彼の瞳には影しか生み出さなかった。

「そうかもね。あなたは知っているが故に努力できた。私は知らないから努力してる。さあ、劇は明日よ」

彼女は立ち上がって彼に背中を見せた。

「じゃあさようならね」




　その日の夜は曇だった。彼女は人で一杯の劇場を歩き回った。ヴェンティとその恋人の姿を見つけたので彼女は二人に微笑みかけた。

「さてと、私は特等席に座らないとね」

彼女は階段を下りていき舞台と同じくらいの高さの列で止まった。そこの真ん中の席にはライトが座っていた。

「ルーンさん、こんなところでも会えるんですね」

「どいて」

「今日のルーンさん、なんだか怖いですよ」

「怖くても何でもいい、どきなさい」

ライトは空っぽのバスケットを片手に「怖くてもルーンさんのことは嫌いになりませんよ」と言いながら別の場所に移動した。やがて劇は始まった。

　最初は聖なる森から始まった。そこから視点は徐々に移動し、ローヴ・エウス山脈の影が観え、最後に街明かりが見える。ここがカールソラーナだ。街の住人たちは今では考えられない服装をしていた。未来なのだから当然だ。ルーンは一連の流れを見ながら舞台上にノートの姿を探した。主人公なのに見つからない。町の人の愉快な昼間、楽しい夜が語られていく。そして彼女の探していた人物がようやく出てきた。キースという男として。彼は焦燥感に負われている風だった。その予感は当たった。聖なる森は隣の魔の森に侵食されて黒く染まり始めたのだ。やがて黒い森は街のすぐそばまでやってきた。街の人々から楽しげな表情は消え去った。森と戦おうとする人の代表である、キースの友人ディディ。絶望して何もしようとしない人もいた。その中にはキースも含まれている、いや、彼は何も出来ないと理解しているのだ。キースの友人の一人、ナは色々な移住先に思いを馳せていた。彼らと森との長い戦いが始まった。ナは開発の進んだツートラト大陸に行ってレイアー鉱山の宝石を売って生計を立てようかと計画した。だがそんなこと皆がやっているのだ。新参者が成功するはずがない。キースはなんとかして彼に諦めさせた。ディディは森を燃やし尽くすために炎を強める方法を考案した。だがそれをもってしても魔の森は消え去りはしない。あの呪われた土地は変わりようがないのだ。キースはその旨をディディに伝えようとしたがディディは全く理解しようとしなかった。彼に言わせれば世の中に絶対という言葉ほど信用できないものはないということだ。だがキースは歴史が絶対という言葉の証明に他ならないことを知っていた。知っているが故に彼にはどうしようもなかった。ナは次にルーテクスを提案した。だがそれはディディが止めた。この状況を解決することを先に考えるべきだと言って。キースは解決方法がないと伝えることが出来ない自分に失望した。ディディは木を切り倒していった。人海戦術でやや森の進行速度は遅くなったが、侵食してくることに違いはなかった。街が闇に覆われつつあった。夜よりも暗い闇がそこに迫っている。キースは背後を見た。その影こそが迫ってくる闇に他ならなかった。つまり魔の森の進行は人間が生み出したものだったのだ。キースは隠れ家にしている木の上で涙した。自分たちの所為でこんなくだらない事態になったのだ。そしてそのくだらない自分たちがくだらない解決法を模索しているのだ。どうしようもなかった。そのことに気づいたのは彼だけのようだった。もはや会話さえ失われた街では伝えようがなかった。森が人家を壊し始めた。解決策はなかった。街は壊れていった。人々は追い詰められていった。最後にキース、ノートは魔の森の侵食に飲み込まれた。

　劇の終了を知らせる明かりが燈った。彼女は立ち上がって舞台に向けてかけた。

　ノートの死をみとると、彼女は舞台から降り、主人公役の死という騒ぎは無視して自室へと戻った。グリーンの髪の女性は何も言わずにベッドに入った。その女性は酒は苦手だったし他人のためになく趣味もなかった。ベッドの中で彼女は独り言を重ねた。

「あのぶどう酒、彼のために開けるべきだったのかな」

「本当はプラナのために取っておくつもりだったものだけど使うべきだったのかな」

「病人に酒を飲ませる？何になるって言うのよ。馬鹿馬鹿しい」

「プラナよりノートを優先したっていう事実を残せた？だから何よ」

「私のあの親友は両親が行方知れずなのよ。その両親の帰還を一番願ってるプラナのためのものなのよ。プラナと一緒に祝うのよ」

「さ、ルーン。終わってしまったことはどうしようもないわ。明日からはローヴ、春の始まりね」




　彼女は飛び起きた。昨日の劇場で起こっていたある事態。それについて彼女は考え出し、太陽が一番高い場所からやや下がった頃になってようやく答えを出した。

「あの劇を観てるときは皆同じ方向を向いてた。何でなのか・・・これはとても恐ろしいことだわ」

　彼女自身この結論には恐怖を感じていた。これほどまでに恐ろしいことを思いついたことなど今までなかった。危険だから文章にするのをやめようかとも思った。だけど彼女はどうしてもやめることが出来なかった。この地に新たなものを誕生させることの恐怖を彼女は初めて体験した。

「今まで私は他人の概念を具体化したりそれに反論したりしてるだけだったんだ。自分の持っている本当の考えを示していたんじゃなかったんだ」彼女はそう言うと、震える身体を抑えながら、部屋を出た。扉を閉める音がいつもとは違って聞こえた。ルーンにとっての新しい日常の誕生だった。

　論文は一日では完成しなかった。書きかけの文章を放置して彼女はツヴァイク室長に一礼してから部屋を出た。廊下を通り部屋に向かう。部屋に入ったらすぐにベッドへ。これを発表するという決心は変わりはしない。でも念のためもう少し考えて見ることにした。そして更にその先を。答えは出た。もはやここで見ることの出来るものはすべて見てしまったのだ。だとすれば先に進むためには自分の足を動かすしかない。

「行くしかない。プラナ、あなたの力を貸してもらうわ」

寝返りをうち、そう言うとルーンは目を閉じた。昨日までとは一味違う眠りだった。

　研究室で論文を完成させた頃には昼になっていた。彼女は両手を伸ばし一息ついた。

それを待っていたかのようにエリーがやってきた。

「今度は何について書いたの？見せてくれない？」

「エリー、あなたは正しかったわ。時代が本当に違うわけじゃない。これは認識の仕方の問題じゃなくて完全に異なるなんてありえないってことよ。連続したものが突然まったく別のものに変貌するなんて少なくとも歴史においてはありえない」

言われたエリーは少し困った表情を浮かべた。がすぐにいつもの調子に戻った。

「そこまで考えたことはなかった。流石ね。寄稿されたものを読むことにするから早く図書館に向かって」

彼女は言われたとおりにしようとした、が論文を閉じ紐で纏めるのを忘れていた。緑色の髪の女性は慌てて紙を束ねると、あわただしく部屋を出て行った。




　春の昼の優しい日差しの中、ルーンは自室に篭り友人宛に手紙を書いていた。やがて手紙は完成し彼女はそれを封筒にいれ部屋を出た。目指す先は郵便局だ。自分を記念する公園を通り抜けて郵便局へと足を運ぶ。ハトの声が五月蝿い場所でルーンは封筒を係員に渡した。宛先はレヴァーディア家と指定した。彼女は自分がここを本格的に離れることになると思うと少し興奮した。まずはレーラ山の大樹海だ。近い場所から順番に様々な場所を巡るのだ。そしてそのためには絶対にあの冒険好きの友の力が必要だった。

例え彼女が失意のどん底にいたとしても一緒に来てもらわなければいけなかった。

「もしも途上大陸に行くことになったらプラナには悲しい結果になるかもしれない。でも私は行くしかないし私が行く以上プラナにもついて来てもらう。時が来たのよ」




　彼女は研究室の仲間たちにしばらくルーテクスを出るということを前日になってやっと伝えた。仲間たちは止めなかった。そして彼女が帰還したときに見られるであろう、ルーン＝フィン＝エルファースの生涯をかけた論文にそれぞれが期待の念を抱いた。その日も彼女は最後まで研究室に残った。ツヴァイク室長がいつものように「部屋を閉めるぞ」と言う。彼女はそれに反応しようとした、だが身体が言うことを聞かなかった。手が勝手に動きメモ用紙に走り書きをした。

「あるものはありないものはない」

彼女は呪縛から解放されて、慌てて部屋を出て行った。旅の支度は整っていた。明日から友との再会と新たな始まりが待っている。彼女はそんな明日にたどり着くために眠りについた。


幕間・ルーン・フィン・エルファース論文集




1．魔法に関する論文




　まず最初に、この文章はある程度上位の魔法に触れたことのある人向けに書かれた物である事を断っておきます。私の表現力はそれほど高くは無いんです。ごめんなさい。

　ミリア＝コーデリアは魔法粒子論（※１）を用いて現実に魔法が存在しうる事を説明しました。

実際、この理論以前には現実に魔法を持ち込む物は一つもありませんでしたし、その事は非常に評価するべきです。ですが、あの理論は魔法を現実に近づけているというよりはどちらかというと現実を魔法に近づけている、という方があっているように私は思います。実際、魔法粒子が現実に存在すると仮定した時点で、現実と魔法を同一の次元に置いている、と捉えている人も何人かはいます。




　さて、あなたがもしも上位の、現実の価値を希薄にするほどに魔法側に近づいてしまうような魔法を使った経験をお持ちの方なら理解できるでしょうが魔法側からこちらに魔法を引きずり出す時に何か壁のようなものの気配を感じた事があるはずです。前述の魔法粒子論ならばこのことはこう説明されています。

『魔法が発現するためには粒子が質量を持つ必要がありますね。そこで、術者の意思を受けた魔法粒子は空間内で質量を発生させる、と定義します』

　確かにこれならばただの風が恐るべき破壊力を生むことも簡単に説明できてしまいます。この考えは意志の力を水のようなもの、魔法粒子をタオルのようなもの、と考えれば理解しやすいと私は思います。ところがです。魔法は壁にぶつかって、それを超える事が出来ずに消滅してしまう事もまたあり得るのです。ここで一つ矛盾が生じます。再び魔法粒子論からの引用になりますが

『魔法粒子は自らの質量に耐え切れなくなると枯れ、他の粒子から魔力を分けてもらう

事によって再生する』とあります。

つまり強力すぎる意志の力は魔法を消滅させてしまう、ということです。ならば何故魔法が人間の意志を殺す事が出来るのでしょうか。一応は『魔法粒子が意思を無尽蔵に吸う為』という説明があるにはありますが、魔法の誘惑とでも言うべきあの恐怖や全てと同一になるような感覚については全く説明がなされていません。私が言いたいのはただ一つです。あの理論は魔法の根源を全く無視しています。魔法そのものを現象としてしか捉えていないのです。魔法は人間に理解できる次元を遥かに超越したものです。それを人間が感じる事の出来る範囲の現象で現そうとすることがそもそも不可能なのです。




　ですが我々が魔法を使うためにはそれなりに魔法を理解する必要があります。理解無

しでは魔法に負けてしまいますからね。

　あなたは魔法を使う際に幾つかの要素、つまり炎とか水を混ぜ合わせて何か他のものを作り出していませんか、もしくはそうは感じられませんか。もしもそう感じた事が一度も無いのであればこの先は無視して下さって構いません。

　炎とか水とかは我々のいる側の現象です。魔法のある側の現象とは違うはずです。私は魔法側の、現実で言うところの炎と似た現象を炎として認識しているに過ぎないと思います。それでは、魔法側の現象は実際は何なのか私なりに考察してみようと思います。




　まずは現実と魔法との境界線を「ルーン・フォビト」とよぶ事にします。これは我々の側の感覚では線のように見えますが魔法側では決して通り抜ける事が出来ないような何かに見えます。

　魔法側にも現実と同じく様々な現象が飛び交っています。例えば重力のようなものもあるかもしれませんし、星のような輝きもあるかもしれません。しかしそれらの一つ一つに私なりの考えを述べていたのでは時間がいくらあっても足りません。魔法側における現象の根源についてのみ考察するべきである事は容易に理解してくれると思います。 根源といってもその意味は人によって様々だと思います。私が意味するところの現実における根源とは『空間』『生命』『海』『大空』の四つです。例え物が存在していたとしてもそれがあるべき場所が無ければ無意味だと思います。

　では魔法はどうなのでしょう。あれは別に空間無しでも存在しています。ルーン・フォビトの向こう側の話ですが。それにあれにあるものは生命とはまた違うと思います。海無しで生き物が暮らすことは出来ませんが勿論魔法は違います。大空を見なければ我々は意味を見失うでしょうが魔法はそれそのものが意味です。

　私なりに一生懸命考えた結果、まだまだ不足してはいますがとりあえず四つの要素を思いつきました。この要素を『ルーン』とよぶ事にします。

まず一つ目は『本のルーン』です。

　本のルーン。ここでいう本とは魔法にとっての生命のようなもの、と考えて下さい。これは無限に生まれますがその事は後で説明します。これは大きさの関係でもっともルーン・フォビトを超えにくいです。

　二つ目は『思い出のルーン』です。 我々は思い出を魔法側に持ち込むことが出来ます。術者のイメージ次第で魔法が変化するのはそのためだとここでは考えてください。このルーンは魔法を現実に持ち出す際に絶対に必要です。魔法の現実での姿を決定するのはこのルーンです。

　三つ目は『色のルーン』です。

　魔法にだって色はついています。魔法は無限に変化しつづけるという性質上、色はとても重要な役割を果たします。無限と有限を結ぶのが色なのです。無限の中ではそれぞれの識別は困難です。だからこそ色を持つのです。ゆえに無限は色によって有限となるのです。

　四つ目は『線のルーン』です。

　線が形を作る元なのは現実での話です。ルーン・フォビトの向こう側では線は魔法を刻むために存在します。そうです、この線のルーンが本のルーンに文字を刻み、無限の物語を生み出すのです。




　以上で魔法に関する私なりの見解の発表を終えます。意見・反論のある方は私宛に手紙をくれるなり何なりして下さい。不在の際はツヴァイク室長に伝えてもらえると嬉しいです。




ｂｙ ルーン＝フィン＝エルファース（ルーテクス大学・魔法研究科所属）




※１：魔法粒子という人間の精神力に反応する質量の無い粒子が空間内に存在していて

　　　精神力を受けて魔法を発現するという理論。１２３７年ミリア＝コーデリア。










2．名前に関する論文




　全ての物事には名前があります。言語を物質的な側面から捉える際にこの名前という概念はとても重要な物になります。物事の一つ一つ個別に与えられた形容詞、それが名前だと考えても恐らく問題はないでしょう。この場合は。例えば鉄。鉄という物質は『硬い』とか『冷たい』といった性質を秘めています。もしかしたら私たちが気づいていない性質も隠し持っているのかもしれませんが、それらも含めた全てが『鉄』という単語の中に詰め込まれてしまっています。この性質を示すのが形容詞としての名前です。




　形容詞としての名前、と今私は書きましたが、ここで私が論じたいのはその種の名前ではありません。少し考えてみてください。『名前』という単語そのものに名前があります。『名前』という名前が。これは一体どういうことでしょうか。少々論理が飛躍してしまいましたね。要は逆に名前が物事の性質を決定しているのではないのか、ということです。先ほど鉄を例に挙げましたが、冷たくて硬いから鉄なのか、鉄だから冷たくて硬いのか、どちらなのか皆さんは分かりますか？少なくとも私にはわかりません。前者を私は形容詞としての名前と呼ぶことにしました。後者は性質としての名前、とでも呼ぶことにしましょう。

　そして物事は名前を二種類もっているから一つに定まるのです。ちょうど二つの点を結ぶ直線は一つしかないように。

　しかし私たちは極稀に物の名を間違えてしまいます。その場合は何が起こるのでしょうか？前回、魔法について論じた時に、魔法の姿は思い出によって決定すると述べました。仮に名前を間違えたとしても思い出の中にある物事の姿は変化しません。つまり間違えた名前を用いている最中は、その名が別の物に移り変わっているのでは無いでしょうか。砕いた言い方をすれば勘違いですが、とにかく私たちの中にある何かが名前を一定の物に保ってしまっているのです。その何かが何であるのかを論じるのはまた別の機会に譲ります。新しい概念を一度に複数導入するのは避けるべきです。




　名前を変えても性質は変わらないことが分かりました。ではその逆はどうでしょう。同じく変化しないのでしょうか？天気は同じ天気でも曇り、とか晴れとかいろいろと種類があります。それらは分けて考えるのならもちろん全くの別物です。しかし天気全体ではどうでしょうか。晴れていようと雨が降っていようと天気は天気です。しかしその天気の内面は変化しています。どうやら性質のほうが変化しても全体では名前は変化しないようです。

　いよいよよく分からなくなってきました。だとすれば私たちは間違った名前を故意に与えようとしても、最終的には必ず正しい名前にたどり着かれてしまいます。私たちは決して嘘を吐き通せないようです。私たちは何も知らないふりをしているだけで本当は全ての物事の本質を知っているようです（説明可能かどうかは別ですが）。私たちは自らを無知だと信じて知を求め学びつづけてきました。ここルーテクス大学の図書館の蔵書がその証です。果たしてそれは無意味だったのでしょうか？




　私たち自身にもそれが正解かどうかは別にして名前はあります。その名前は両親から与えられた物だったり、あるいは祖父母、または名付け親から与えられた物だったりいろいろです。そして人は必ずその名前の通りに成長します。現に私の最も親しい友人がそうです。私には親が居ません。本当は居るのでしょうがどんなに思い出そうとしても思い出せません。私の名前は誰が付けてくれた物なのでしょうか。私の本質を見抜いてこの名を与えてくれたのは一体誰なのでしょうか。私は最初から知っていました。しかしそんなはずは無いのです。自分を自分だけで見つけることは不可能なのですから。プラナには感謝しています。ありがとう。




ＢＹルーン＝フィン＝エルファース







3．混沌に関する論文




　つい最近気づいたのですが私は議論を行う際にある仮定をしていました。その仮定とは『現実が存在する』ということです。それは当たり前のことに感じられるかもしれませんが、以前書いた魔法に関する論文で魔法と現実を分割して魔法の存在を定義したのだから現実は存在しなければあの論文は成り立ちません。そしてそれは仮定に過ぎないのです。では現実が実在するのかどうか考えて見ましょう。私たちは生きています。でも本当にそうでしょうか。生きていると思い込んでいるだけで実際は死んでいるのかもしれません（賢い読者の皆様ならお気づきだと思いますがもちろんその逆を考えることも出来ます）。私たちはこの世に生を受けました。でもそれは真実でしょうか。歴史にそう刻まれているし、存在しているから真実である、と簡単に結論付けることは出来ません。歴史など好きなように解釈できます。事実の記録ではありますが、それ自体が現実が存在するという仮定がなければ解釈不能です。存在している事だって、そう思い込んでいるだけで違う可能性もあります。例えば小説を読めば登場人物の気持ちになりきり、彼らが実在するかのように感じることが出来ますがもちろん彼ら登場人物たちは実在しません。したがって私たちがある物語の中に存在していて作者の意のままに操られている可能性だってありうるのです。

　この私の考えだって実在すると証明できません。そう考えている私が実在するからこれを書いている、と思った方もいるかもいるかもしれませんが、逆に問います。あなたは自分自身が何者なのかわかりますか。答えられるとしたら、その答えは間違っています。名前に関する論文に書いたとおり物事の性質─人間を含む─はそのものの名前に由来します。しかしそれで決定する性質は私たち全員が全く同じものではないのです。複数の人がいて全員が同じことを考えているなんて事態が起きたとしたら、ここルーテクスは存在意義を失います。

　では仮定が正しいことを証明するにはどうしたら良いのでしょうか。残念ながらそれを証明する方法は私の頭では思い浮かびません。代わりに、仮に仮定が間違っているとしたらどうなるのかを議論することにします。




　まずはこの大地の存在から。何故現実が存在しないのに大地は存在するのかという疑問が当然発生します。それはただ単に私たちがそれの存在を、悪い表現を使えば妄想しているに過ぎません。もちろん自分自身の存在、友の存在、その他大勢の人間の存在も思い込みに過ぎません。では魔法はどうなるのでしょうか。私が魔法と現実を切り離して考えていることは皆さんご存知の通りです。知らない方や、今回初めて私の書いた文章を読む方はまあ私がそういう考え方をしていると心に止めて置いてください。現実が実在しない以上魔法も実在しなくなるのでしょうか。魔法と現実を切り離すということはつまり魔法と現実は独立させて考えてよい、ということです。つまり現実がなくても魔法は存在するのです。途上大陸にしか月は輝かないのに他の大陸でも太陽は照るようなものです。ではその魔法は何を根拠に存在するのでしょうか。現実が存在しない以上それとの境界線ルーン・フォビトは定義不能です。したがって魔法は我々を侵食し魔法そのものが大地を支配していることになります。しかし残念ながら現実に存在する概念を持ち込まずにこれ以上議論を進展させることが出来ません。こればかりは存在を信じる必要があります。私たちの価値概念、倫理概念を形作った、最近の歴史では私の友人が新しいものを持ち込んできたあれです。そう、ディーター神話。神話とはなんなのかまで考え出したら日が暮れるどころの騒ぎではなくなります。途上大陸以外の大陸に月が照る、くらいのとんでもない事態になってしまいます。それによれば最初に存在した神にして魔法の神、ライラ＝ミーンスは混沌の中にいて、混沌を力として魔法を使っていました。今ここで、魔法は混沌と同値であるとします。現実が存在しないならば私たちの住んでいる大地はそもそも創造されていなく、原初の混沌がそのまま残っているはずだからです。ここでは魔法に関する論文の論法を使って議論します。あれもまた存在するというわけではなく、一つの考え方として用いるだけであることに注意してください。混沌が魔法だとすると、混沌にも『ルーン』があることになります。思い出のルーン以外については通常に考えることが可能ですが私たちが実在しない以上私たちの思い出である思い出のルーンは残念ながら存在しえません。が、そもそもこれはこの場合必要ないのです。これは現実での魔法の姿を決定する要素なのだから。現実が存在しない以上現実での姿なんて存在するわけがないのです。したがって本、色、線、この三つのルーンで魔法、いや、混沌が定義されます。したがって混沌はあらゆる姿をとることが出来、識別可能です。私たちの存在する大地はあらゆる物になることが出来て、無限大であるにもかかわらず有限である。そう考えると創造神話も納得行くはずです。無限大の可能性から有限性を抽出し、大地や生命という概念を生み出せばよいのですから。

　混沌とは魔法である。どうやらディーター神話は正しいようです。
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4.世界に関する論文




私たちは多くの人と知り合います。語り合う友人、見かけたのでなんとなく声をかけてみた人、単に隣をすれ違っていった人、または恋人など。

　そしてお互いがお互いの考えをはっきりと持っています。時にその考え同士が衝突し大変なことになります。でもそもそも何故そんなことが起こり得るのでしょうか。人間全ての考えが全く同じなんてことはありえないのに。同じでないのなら、同じ向きを向いていないのならぶつからないはずです。




　私が何か風景を見たとします。それと同じ風景を見て私が思い描くことと隣にいる人が思い描くことは全く違うでしょう。でも先ほど言ったような衝突が起こる可能性はあるのです。ではつまり、そうです。全く違うのではないのです。

　同じ考えを持つ人間などいません。そんなこと当たり前だし同じ考えを持っている人と語り合っても面白くもなんともありません。ではそう思う根拠は何なのでしょうか。混沌に関する論文で述べたとおりそれの答えを現実や生や歴史に還元するのはおろかです。全く別の何かを捜し求めそれを解答とするより他にありません。私たちは違う地域で育ったり違う境遇で育ったりしています。あなたと私とでは異なります。同じ人間ではないかと思った人もいるでしょうが、人間が人間だからその部分が同じなんだと結論付けては人間が人間に影響を与えることが出来る理由が説明できません。それこそが人間なのだ、と思うかもしれませんが私は違うと思います。それがそう思った人にとっての私という人間の存在です。




　では一体何故お互い全く違う方向を向き、全く違う考えを巡らせるのに影響を及ぼしあうことが出来るのでしょうか。私は答えを見出しました。最小のあるものが存在するのです。私たちが共有している最小のあるものが存在しているのです。つまりそれによってお互いの影響が発生します。そして全く違う方向へ進もうとしている私たちが完全にバラバラになってしまわないのはそれを共有しているからです。先ほど同じ考えなど持ちえないといいましたがこれは考えなどという大きくて強いものではなくて小さくて弱いものです。私はこれを『世界』と名付けました。




　世界を共有することによって私たちはお互いの存在を認識し、語り合い、影響を及ぼしあい、ぶつかりあい、愛し合うことが出来るのです。私たちは最初からそれを知っています、いや、むしろそれを知ることが最初の体験であるというべきでしょうか。そして世界は非常にちっぽけな弱いものなのでこれを理解するのは多分不可能です。小さすぎて目に見えないからとでも説明しておきましょう。更に理解したから全ての人間を理解したということになる類のものでもありません。あくまでも概念なのですから。私たちは概念ですか。そんなことはあってはならないことです。人がたくさんいることで全ての方向について議論することが出来て、議論が成立するのは世界をお互いに共有しているからなのです。
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その他、未完の著作として『根源理論』がある。


再会からの始まり




　聞きなれない音が聞こえる。彼女はなんだろうと思いながら音の聞こえる先へ向かった。窓の縁に何かがいる。ハトだ。ハトが嘴で窓を突っついてるのだ。

「人に慣れてるのかな？」

彼女はそう言いながら窓を開いて、鳥を追い払おうとした。ところがハトは逃げるどころか逆に彼女の家の中に入ってきた。彼女はハトの足についている筒に気づいた。

「なんだろうこのハト。変な鳥もいるのね。珍しいものを見た」

彼女はそう言いながら長椅子に戻ろうとした。ところがハトは彼女に向かって飛んできて髪のリボンにとまった。

「もう、邪魔しないでよ。それともお腹すいてるの？」

変な鳥にあげるエサを探すため台所に彼女は歩みを変えた。鳥は彼女の足元に飛んだ。そこでようやく彼女はハトの足についている筒に何か入っていることに気づいた。彼女はハトの羽を優しく撫でてやり、その何かを取り出した。中身は紙だった。表面にインクで彼女の名前が書いてある。

「まさか！」

彼女は驚き慌てた。封筒を開く。手紙が出て来る。刻まれているのは他でもない親友の文字だった。

「急いで読むこともないか。さてと、鳥さん、疲れたでしょ。ご飯あげるからちょっと待ってね」

といい彼女は台所の野菜貯蔵庫を開いた。その中から適当に野菜を取り出し宝石くらいの大きさに切る。それを持っていったのだがもう既に鳥は窓から逃げて行ってしまった後だった。彼女は野菜を口に含み噛みながら窓を閉めた。




　カトルラへ向けて整備された街道を歩く。海の横を走っているので潮風が吹いてきて彼女の全身を撫でる。綺麗な青空と輝く海。彼女はそれに時々目線をやりながら歩いていた。特注のエメラルドのついた杖をつき、立ち止まる。横を大きな馬車が通り過ぎる。どうやらカトルラに届いた輸入品目の何かをルーテクスまで運んでいるらしい。彼女はこの辺で一息つくことにした。道はもう半分は突破している。彼女は無言でパンを口にした。ライト特製のものだった。

「ライトのパンもしばらく食べられなくなるな」

彼女はそう言いながら次に水筒の水を飲み、杖をしまうと再び歩んだ。

　カトルラは中央広場に向かわないと他のエリアに行けない構造になっている。彼女はそんな街の造りに文句をつけるわけでもなく街の中心部へと歩んだ。人々の楽しそうな会話に混じって水の噴出す音が聞こえてくる。女神像を守るかのように噴出す水のヴェール。大地より噴出して大気を純化して大地へと帰する大いなる力。街のシンボルであるガラスの女神とともにあり続ける存在。彼女は中央広場へと何も言わずに進んだ。進むにつれて水の音は弱くなっていく。そして彼女が広場に出た瞬間、そこには完全に人と人の話し声だけがあった。女神像は右手を天に向けて伸ばし左手を母なる大地に向けて、瞳で空の星々全てを見止めている。それを形成するガラスは完全な透明で像の存在を希薄なものにしながら、周囲と一体化させて、景色そのものを女神像と化すことに成功している。彼女は無言でそれを見た。彼女は杖を掲げた。広場にいる人たちの視線が集まる。女神像の中に突如美しい輝きが生まれる。太陽の光だった。内部に太陽を覚えた女神は全てにぬくもりを与えた。やがて再び水のヴェールを纏い、彼女は視界から消え去った。




　プラナの家に行くために職人通りに入る。露天で売られているガラス細工に目をやりながら彼女は適当な褒め言葉を並べながら先に進んだ。家の前の階段を登り、玄関の前に立つ。彼女は扉を杖で叩いた。返事は無かった。もう一度叩く。やはり返事は無い。彼女は扉を開けようとした。意外にも簡単に扉は開いた。

「プラナ、いるの？」

手紙が届いていなかったのか、と思いながら彼女は家の中に入った。だが人のいる気配は無い。ダイニングにもキッチンにもプライベートルームにも彼女の姿は無かった。ダイニングに置かれている飲み物のビンに至ってはまだ中身が入ったままになっている。ルーンはラベルにぶどうジュースと書かれているのを確認してから傍にあったコップを使ってそれを飲み干した。

「ぬるい。まだ春なのにここまでぬるくなるってことは・・・」

熟考すると彼女はまだ探していない場所があることに気づいた。この家の特徴である大きな床下貯蔵庫だ。以前彼女が見せてもらったとき、そこは紛れも無くガラクタの溜まり場だった。そこの鍵もやはり開いていた。彼女は縄梯子を降りていった。

　暗い床下貯蔵庫を足元に注意しながら歩んでいく。やがて彼女は何かが倒れて山になっている場所を見つけた。結構重たそうだ。

「プラナがいるとしたらこの辺かな？」

彼女はそう言いながら山になっているガラクタに触れた。自分の力では動かせそうに無い。他の道も無いからここから先には進めない。

「ルーン、さすがね。あたしはここよ」

再開の感動をかみ締めている場合ではなかった。ルーンは「今助ける」と言い、杖を取り出してエメラルドに魔力を凝縮させた。「ニーズ・ラス・フィアグス！」閉鎖された空間で反響する彼女の言葉。炎とともに生まれた風は目の前にあるものを吹き飛ばしてやがてどこかへと消え去った。最後には鉄板が一枚横たわっていた。プラナはそれを自力でどかせて這いずり出てきた。服や髪には埃が大量についていた。

「どれだけ夜をここで過ごしたのよ」

「わからない」

「ジュースがぬるくなってたから相当ね」

「これはまず水浴びと着替えかな」

リボンは変えないけどね、と彼女は付け加えた。彼女の髪を途中で縛っている白いリボンは両方とも彼女のお気に入りだったし途上大陸に行くことが予想される今回の旅には欠かせないアイテムだった。彼女たちは床下から出ると入り口に鍵をかけ、ルーンはダイニングで旅の疲れを癒し、プラナは水浴びをしに着替えを持ち街へ出かけていった。考えようとしなくてもノートと共に生きてきた日々のことを考えてしまう。

「振り返ってもどうにもならないよね。プラナだってそう。私たちが進むときがついに来たのよ。結果を恐れていては結論を世に示せない。恐れていては旅に出られないし世の中を見て回ることが出来ない」

彼女は長いすに横になった。プラナの趣味なのか兎のぬいぐるみが椅子の上においてあった。横たわると彼女の視線の先に暖炉があった。ローヴも半ばである今は使わない設備である。灰がそこで眠っていた。そのすぐ横には座椅子が置いてあった。

「楽しい親子か。でもそれも崩壊してしまうのよね。私みたいに最初から親がいないのと親子が崩壊するのはどっちが悲しいんだろう」

「ちがう、一番悲しいのは他でもなく悲しみを知らない人だ。プラナは私の親がいない悲しみを最初からわかっていた。だったら私もプラナの悲しみをわかってあげないといけない。本当、いい人に出会えた。何でこんなにも素晴しい出会いがあったんだろう。何の必然性があって私たちはこうして旅に出るんだろう」

突然彼女の声に少女の声が割って入った。

「詩人をやるのはいいけど寝転がってたら全く意味ないよ」

「プラナ、戻ってくるのが早いんじゃ」

「特権使ったからね」

彼女は言いながら笑っていた。全身がすっかり綺麗になり服装も旅立ちようの動きやすいものに変更されている。

「あたしは剣を見つけてくるからまた地下に潜る。ルーンは適当に暇を潰してて」

「じゃあさっきは何で鍵かけたのよ」

「誰にでも間違いはあるでしょ」

彼女は再び鍵を開き地下倉庫に潜っていった。ルーンはすることが思い浮かばないのでプラナの部屋に勝手に入ることにした。しかし部屋には鍵がかかっていて、しかもそれは魔法でも開けるのが困難な類の鍵だった。

「そこまでして何を隠そうとしてるんだか。階段を登った私の苦労って一体」

彼女はそう言い、ため息をつき、階段を下りて再びダイニングに戻った。プラナがもう既に床下から出てきてそこにいた。彼女の手には大きな剣があった。

「私もあなたも本気、か」

「あたしは父さんの言葉の通りに動いてるだけだよ」




　嫌な予感がした。プラナが台所にいるのだ。彼女はプラナの元に走った。彼女に料理をさせてはいけない。

「プラナ！私も手伝うよ！」そう言いながら無理やり彼女が手にしていた食材を奪い取り全く危ない位置においてあるナイフを使い切り刻む。不満そうな顔をしているプラナを無視して彼女は手を進めた。ルーンはプラナの行動全てを先読みして先手を打ちながら料理を作り上げていった。

「客人のもてなしぐらい出来るよ」

「じゃあお茶でも頂戴」

ついにはルーンは彼女を追い出してしまった。ルーンは内心ほっとした。プラナに料理をさせるほど恐ろしいことは無いからだ。プラナはルーンの横でお茶を入れるためのお湯を沸かしている。ルーンは皿に完成した料理を盛り付けるとダイニングに運んだ。

「リビングとダイニングが一緒になってるのよね。この家」

食べながらルーンは言ったが、プラナはそれを聞くと顔つきを少し暗くした。

「どっちの結果が待ち受けているのかはわからないのよ。わからないことを理由にありもしない救済を求めちゃダメだよ」

ルーンは友人に向けて言い放った。

「・・・だから、探しにいけなかった」

彼女の料理を食べる手が止まった。

「私もよ。探しにいこうって言ってあげることが出来なかった。あなたはとても優しい人だから」

「違うよ、ルーンが優しいから言えなかったんだよ。いざとなればあたし一人で行けば済むだけの話なんだし」

彼女は食事を再開した。

「でも私たちが一緒に行かないと」

「個人の問題に帰結するか否かといえばこれに関しては帰結するべきよ。英雄の失踪という大問題ではなくて誰かの両親の蒸発っていうよくある話」

「よくある話でも私は無視できない」

彼女は一息置いた。一瞬の静寂が場を支配した。夜の家の照明である蝋燭は大分減っている。

「大学でノートって人と知り合ったのよ。彼は全てを背負って生きていた。そう、全てを。私たちなんかとは比べ物にならないほど重たい人生を送っていた。彼は最後に私に生きる理由と死ぬ理由を教えてくれた。これをよくある話として無視するか他人に影響を及ぼす重大な話とするか。プラナ、あなたはどうするの？」

「・・・ルーンが男と仲良くするほうが意外」

「性別にこだわってどうするのよ。色恋沙汰には無縁そうに見えるから？」

「無縁というか興味なさそうに見えるから。研究一辺倒みたいに見えるよ」

「実際男性に恋愛感情を抱いたことは全くないんだけどね」

「あたしは・・・どうだろ？」

プラナは自分の胸に手を当てた。だがあまり考えは長く続かなかった。彼女たちは食事を終えると、ルーンは客室で、プラナは自室で眠りについた。プラナは父から譲り受けた剣レヴァーディアを家の中を歩き回る間ずっと持ち歩いていた。剣にはめ込まれている彼の宝珠ニーズライアは蝋燭の炎を反射してか炎のような輝きを示していた。




　翌日、ルーンはプラナに料理をさせるわけには行かないので朝日よりも早く起きてダイニングに向かった。食糧貯蔵庫からパンと野菜と卵を取り出して、石を熱してそこにフライパンを乗せてフレンチトーストを作る。やがて朝日が家に射し込んでくる。プラナはそれにつられたかのように起きてきた。彼女はルーンが台所にいるのを発見し、手伝おうと走りよってきた。

「何を作ってるの？」

「フレンチトーストだけど」

「朝からパン？」

彼女はやる気をなくしてダイニングに戻った。

　食事を終え、準備も全て終わったので彼女たちは家を出た。鍵をかける。プラナは何か言おうとした。だがルーンが止めた。何かを言うのは帰って来てから、全てを確かめてからにしようと。プラナは頷き、彼女たちは階段を下りて人の多い職人通りへと入っていった。




　勢いよく噴出している噴水を背にしながらレーラ山目指して進む。目指すは山頂ではなくて中腹付近に広がっている大樹海だ。途上大陸東の大樹海ほど危険な場所ではないがそこもまた、危険な場所であることに違いは無かった。地図が存在しないのだ。ルーンたちが楽しく会話しながらも、その危険さには細心の注意を払っていた。以前赤いつばめを探して遭難したのとはわけが違う。今度は迷ったら間違いなく出てこられない。そして迷う確率も非常に高い。太陽が頂点より少し降りた頃になって彼女らは山の麓にたどり着いた。山頂までのルートは確立されている。樹海と山頂への枝道の傍に山小屋まである。問題はこの快晴がいつまで続くかだった。ルーンの足の速さではどんなに急いでも夜空が星で埋め尽くされるくらいの頃合にならないと山小屋までたどり着けないのだ。急いでしまって登山道から外れてしまっても危険だ。ルーンは上を向いた。まだ雲の姿は見当たらない。続いて友のほうを向いた。栗色の瞳は空を見上げていた。

「ルーン、雨が降ったら魔法で何とかして」

「無理言わないで。そんなことコーデリア家でも出来ないんじゃないの？」

「考えてる間が勿体無い。行くよ」

プラナは大剣を持ったまま木が生い茂り闇を形成している山の中にはいっていった。ルーンも後に続いた。

　木々の間から射してくる光が段々弱々しくなってくる。プラナは肌で雨の気配を感じた。もう少しで降って来る。彼女は後続のルーンに急ぐように言った。登り始めた以上引き返すという選択肢は存在しない。プラナの剣の重さを全く感じさせない歩きにルーンは正直驚愕していた。彼女は段々と遅れだした。プラナにもう少しゆっくり、と言うが天気は言うことを聞いてくれない、と返されるだけだ。だがルーンが完全に遅れてプラナを見失うことは無いのだ。彼女は差が開きすぎるとペースを落としてルーンを待ってくれるのだ。

　ぽつりぽつりと雨が降り出した。辺りも暗くなる。日は落ちた。プラナはルーンの方を振り向いて言った。

「明かりをつけて」

「ランプはプラナが持ってるんじゃないの？」

「あたしは持ってないよ。ルーンが持ってると思って」

ルーンは仕方なく杖を取り出した。彼女はそれで魔法の明かりを燈した。エメラルドの緑の輝きが彼女たちを照らし、辺りの景色も照らす。雨の雫でさえも例外ではない。

　激しくなってきた雨が身体を叩く。前を進む少女はもうすぐだ、と言っているがもはや感覚の狂ってしまった身体には慰めにしか聞こえない。彼女は不意に滑って転びそうになった。明かりを燈していても転びそうになるのだ。これが無かったらどうなっていたかわからない。

「明かりはもういいみたいよ。ついた」

プラナの声が雨の音と共に響いた。足元ばかり注意していたルーンが前方を見ると確かにもう一つ、炎の色があった。

「先客がいるみたいね」

「まあ仲良くしましょう。あたしは先に行ってるよ」

ルーンは杖をしまい、その場にうずくまった。立てないほどの苦痛が全身を襲う。そして背中に容赦なく打ちつける雨。彼女が見るのは茶色い地面。そこでは水が流れ、土が流れている。彼女は途上大陸を思った。雨の中でも大地を照らす月。特に満月ならば例え雨でもその冷たさすら苦痛にしないだろう。彼女の身体から痛みが消えた。ルーンは立ち上がって前へ進んだ。彼女は山小屋のドアを開いた。中にいたのはプラナと青年だった。




　ルーンの席には既にお茶が用意されていた。プラナが入れておいたらしい。ルーンは特に礼も言わずにそれを飲んだ。山小屋備え付けとは思えない美味しさだった。

「俺が持ち歩いてる茶葉を使ったからな。不味いとは言わせないぜ」

「美味しいけど男の趣味とは思えない味ね」

彼は特に何の反応もせず、暖炉に薪を放り込んだ。

「この季節でも山は冷えるぜ」

「知ってる。そしていつの季節でも遭難するのよ」

プラナが返事をした。ルーンは洒落が洒落になっていないと思った。遭難なんかする価値がない。

「でも・・・プラナの冒険心は評価できるかな？」

「プラナってもしかしてプラナ＝E＝レヴァーディアなのか！？お前は！」

「そうよ。ちなみにあたしについてきてるのはルーン＝フィン＝エルファースよ。よろしくね」

「そんな凄い人たちだとは思わなかった」

「思ってほしかったなあ。女なのにこんな大きな剣を持ってここまで登ってきたりする

辺りをね」

「それだけでわかったら俺のほうが凄い」

「面白いことを言うのね。そういうあなたは？」

プラナは言いながら彼の瞳を覗き込んだ。彼は少し戸惑ってからこう答えた。

「キグナス＝スタージルコン。カールソラーナからここまで来た」

キグナスは再び薪を暖炉に放り込んだ。炎が激しく燃え上がる。それに反応するかのようにニーズライアが光り輝いた。

「旅はするもんだな。著名な女性に出会えるとは思ってもいなかった」

「この場にミリア＝コーデリアもいればまさに完璧ね」

ルーンが言った。だがそれを聞いたキグナスの顔は何故か俯き暗くなった。ルーンは自分が何か悪いことを言ったのかと思ったが何も思い当たらない。

「私、何か気に触ることをいいました？」

「・・・いや、気にしなくていい。俺の問題じゃないしな」

「確かに今のあたしたちの問題はベッドを誰が使うのかってことね」

「俺が床で寝ればいいだけだろ。あれでも一応・・・お前らくらいなら一緒に寝れるはずだ」

「残念、あたしはテーブルに突っ伏して寝るの。旅先ではそうすることが多いんだ。ベッドはルーンが使うこと」

ルーンはポッドからお茶を注ぎ足して飲むと、プラナの肩に手を当ててからベッドに向かい、入り込んだ。大学の自分の部屋のものとは違い、ちょっと痛かった。

「プラナちゃんはどうしてベッドを使わないんだ？」

「趣味の問題よ。ベッドなんて家で使えるじゃない」

「でも疲れが取れなかったら？」

「絶対に取れる。寝てるんだから」

「俺には真似できない自信だな。羨ましいよ」

「ところでプラナちゃん達はどこへ向かうんだい？単なる登山だけには思えない」

この問にはルーンが答えた。

「研究のためにあらゆる場所を見て回る予定よ」

「じゃあレイアーサ大陸にも行くのか？」

「ええ」

「今のレイアーサは危険だ。ディーターに同化されてる」

「じゃあキグナスは・・・」

プラナは続けた。

「カールソラーナから逃げてきたのね」

「そうさ。ちなみに俺はこれから途上大陸のレイアー鉱山で働こうと思ってる」

ルーンは思っていたよりも疲労が激しかった。はっきりと記憶していられたのはここまでで、後は彼女は深い睡眠へと落ちていった。

「途上大陸か・・・」

プラナがどこか遠くを見るような目で言った。

「どうした？」

「ううん、あたしの問題よ」

「プラナちゃんの問題は俺の問題だ」

「会ったばかりの人に話すようなことじゃないから。気にしないで」

「さ、寝ましょう。ランプを消すよ」

プラナはテーブルの上に立ち吊るされているランプを下ろして火を消した。




　翌朝、彼女たちは自分たちの目的を話あった。彼は彼女たちも途上大陸に行くと聞き一緒に行こうと誘ったが、断られた。彼女たちは全員同時に山小屋を出ると、キグナスは下山方向に、ルーンとプラナは樹海へ向けて歩き出した。

　樹海はほとんどの方向を崖のような山に囲まれた場所だ。彼女たちはそのすぐ傍に来ていた。もう少し先に進めばレーラ山大樹海の中には入れるはずである。彼女たちはたじろぐことなく先に進み、樹海へと足を踏み入れた。踏みつけられた小枝が折れる音がしたルーンの横を歩く栗色の瞳の少女は妙に嬉しそうな表情だった。

「ルーン、ここでは何を探すの？」

「あなたが見つけた赤いツバメよ。何か面白いことがわかるかもしれないから」




樹海の中は同じような木々が生い茂り、沢山の木の葉に邪魔されて日光もあまりさして来ない。彼女たちはツバメを探して上を見ながら歩いていた。もちろん帰り道は忘れないように細心の注意を払いながら。しかし探している鳥は中々見つからない。ついに彼女たちは心身ともに疲れ、休憩をとる決心をした。ルーンとプラナは傍にあった大きな木の幹に寄り添った。緑色の髪の女性が水筒と形態食料を取り出し、食べる。茶色い髪の少女もそれに倣った。

「なかなか見つからないね」

食事を終え、全身を伸ばしながらルーンが言った。

「仕方ないよ。あたしだって偶然見かけただけなんだから」

「どんな状況だったの？」

「この樹海のすぐ傍、そうだ、夜にランプの明かりに寄ってきたんだった」

「夜？明かり？じゃあもしかして・・・」

「ルーン、何を思いついたの？」

「今すぐここから脱出しましょう。夜になったら樹海の入り口付近で私が魔法の明かりを燈すわ。それにつれられて赤いツバメは来るはずよ」

彼女は自信ありげにそういい、立ち上がり、来た道を戻っていった。プラナも慌ててそれに続いた。同じような地形に注意しながらなんとか戻ってくるとそこはもう既に夕方だった。斜光が山を、樹海を照らす。緑の木の葉がまるで紅葉のように見える。そしてやがて訪れる夜。闇の中、ルーンは杖を取り出して明かりの魔法を使った。淡い光が辺りに現れる。彼女はじっと黙って待っていた。彼女の予想は当たった。赤いツバメが光の下に現れたのだ。彼女は飛んできたツバメをしばらく眺め、魔法の明かりを暗闇に変え、ツバメと別れた。

「ルーン、何かの参考になった？」

「いいや・・・残念だけど。次に目指すのはレイアーサ大陸ね」

「キグナスは危険だからやめろって言ってたけど」

「でも行くのよ。ディーターで何が起こっているのかこの目で確かめないと」

「確かにあたしも今のディーターには興味があるな。それじゃあ今日は山小屋に泊まって明日カトルラからガドールに渡航しよう」

　彼女たちは夜の闇の中をルーンの杖の明かりを頼りに進み、山小屋にたどり着いた。今日は誰も利用者がいないようで外から見ても中は暗かった。彼女たちは小屋に入りストーブと明かりを燈して、簡単な夕食を作り、夜の会話を楽しんでから眠りについた。

　朝日と共に目覚め、小鳥の鳴き声を聞きながら少女たちは下山する。カトルラまで戻ってきたときには既に昼になっていた。中央の噴水と女神像の広場で彼女たちは芋を買い、食し、港に向かった。剣レヴァーディアのつかにはまっているニーズライアは日光を反射して赤い光を放っていた。




「ガドールまでのチケットを」

ルーンは船着場のチケット売り場にいた。潮風は待合室の中にまで入り込んでくる。椅子に座って待っているプラナの表情は少し憂鬱だった。

「プラナ、チケット買ってきたよ」ルーンは彼女の横に座った。

「もう少しで入船するってさ」プラナの表情が妙に暗いのでルーンは一人明るく話を続けた。

「あたしの前で船の話はなるべくしないで」

プラナは無表情だった。彼女はようやくその理由を理解した。

「でもこれしか手段はないのよ。わかっているでしょ」

ルーンはそう言いながらプラナの背中を叩いた。直後、ガドール行きの船が入ってきたと係の人が大声で叫んだ。彼女たちは立ち上がると、未だに憂鬱そうな顔をしているプラナをつれて陽気なルーンが船に乗った。

　船は揺れる。プラナはすぐに船酔いした。まだ出港もしていないのにだ。彼女は甲板で倒れそうになる身体をなんとか傍にいる女性の手を借りて支えながら立っていた。

　ルーンは重度の船酔いをするプラナを支えながら船室を目指した。プラナを部屋にいれベッドに横にすると彼女は早速甲板に出た。この海域では稀にイルカを見ることが出来るのだ。彼女は縁から身体を半分近くだして様子を見たが、イルカの気配はない。とそこで警笛が鳴り船が動き出した。潮風が彼女の髪を撫でる。彼女は無言で海を見ていた。相変らず何の変化もない、と不意に何かが見えた。

「あ・・・」

間違いなくイルカの背びれだった。イルカの群れは船の出港にあわせてやってきたのだった。彼女は船と一緒に先に進むイルカたちを見ながらこれから向かう宗教都市のことを少しだけ考えた。

「ライラ＝ミーンスは混沌だった。混沌だからこそデュスト＝クルスターを生み出せたんだよね」

「あるものはありないものはない。私は何でこんなことを思いついたんだろう」




　夜の星々の輝きの中、船はガドールについた。彼女は船酔いでまともに歩けないプラナを支えながら船から降りた。埠頭でプラナを横に寝かせる。プラナはしばらく横になった後立ち上がりもう大丈夫だと言い、ルーンの手を引き街を目指した。ディーターに行くのは明日だ。今日はこの街で宿を取り眠る。港のすぐ傍にある適当な宿に入り、手続きをして部屋へと向かう。部屋のドアを開けてベッドにダイブする。窓際のベッドはもちろんプラナのものだった。彼女は窓を開け放った。潮風が入り込んでくる。プラナはしばらく窓から星を眺めていた。やがてそれに飽きると彼女は窓を閉じベッドに戻った。

　一方ルーンはクローゼットに荷物を押し込もうとして驚愕していた。クローゼットに刻まれていたのだ。ディーターの紋章が。彼女は風の吹き込んでくるほうを見た。そしてもう一度クローゼットを見た。確かに紋章は刻まれていた。吹き込んでくる風はやんだ。彼女は窓際の、プラナのベッドによった。

「大変よ。この宿屋ディーターに同化されてる」

プラナはベッドに横になったままで答えた。

「だから何？あたしたちはどっちにしろディーターに向かうのよ」

「でも無事に明日を迎えることが出来るかどうか」

「目覚めたらディーターに同化されてるとか？そんなことあるわけない」

プラナは毅然とした態度でそう答えると眠りについた。ルーンも仕方なく扉側のベッドに入り、眠りについた。


神が確かに存在する街で




　ルーンは目覚めておどろいた。昨日眠ったときは木で出来ていたはずの壁が石になっている。クローゼットの中に詰め込んだ杖と剣が消えている。窓の外の景色も変わっていた。海が見えないのだ。彼女はプラナを起こした。彼女は眠そうに目をこすり、すっと立ち上がると辺りを見回してこう結論付けた。

「ここは宗教都市ディーターね。寝てるあいだに空間魔法で飛ばされたみたい」

彼女たちはしばらく話し合ったととりあえず部屋から出ようとして、部屋のドアノブに触った。魔法錠だ。ルーンはしばらく精神を集中したがどうしても最後の鍵になっている魔法がわからなかった。

「ダメね。この扉は開かないわ」

「剣もどこかに持っていかれたしね」

少し悲しそうにプラナが言った。と、そのときドアを叩く音がした。彼女たちは視線を合わせベッドに座った。

「朝食をもって来ました」

白い装束を身に纏った男がトレイに何かを載せて入ってきた。ドアは開いている。彼女たちがこの隙を逃すはずが無かった。プラナの体当たりで男はバランスを崩し転倒し、彼女たちはそのまま男を踏みつけながら直線状のルートを取って部屋から脱出した。

　廊下の壁には美しい文様が刻まれていて燭台には赤い蝋燭がともっている。大きな窓ガラスの外に映っているのはローヴ・エウス山脈だ。杖も剣もない状態でここからどうやって脱出するのか。それが急務だった。

「プラナ、いいにくいんだけど・・・」ルーンは続けた。

「空間魔法使いがここにいるってことはもしかしてコーデリア家もディーターに？」

「多分それは無いと思うよ」

プラナは髪を梳きながらそういい、右を目指すか左を目指すか考え首を左右に振った。

「あたしは右に行く。ルーンは左ね」

彼女はそう言うとさっさと右に向かって行った。ルーンはため息をつきながらも彼女のいうとおりにした。

　何故か人はあまりいなかったのでルーンは最小限の魔法を行使するだけで先に進むことが出来た。しばらく道なりに進んでいくと螺旋階段に出くわした。彼女はそれを上っていった。しばらく階段を上っていくと目の前によくわからない紋章の刻まれた部屋にたどり着いた。結界の類に思えた。この中に誰か重要な人物がいるのだ。彼女は扉に手を当てた。魔法を弱めて中からじゃないと鍵が開けられない最悪の類の扉だった。彼女は扉に手を当てたまましばらく考え込んだ。そして結論にたどり着いた。

「いくら魔法効果を減少させても効果を完全に消すことは出来ない。ならば私が壊すまで」彼女は扉に両手を当てて力を籠めた。白い光が辺りを照らす。次の瞬間には扉は壊れて消えていた。ルーンの視線の先にはディーターでも最上位の神官だけが身につけることを許される服装をした男性がいた。彼女は彼に向かって突き進んだ。




　ルーンと別れたプラナは体術で信者たちを圧倒しながら先へと進んだ。とはいえ襲い掛かってくる人は滅多にいなかったのだが。彼女は石造りのこの建物の中に木で出来た扉を発見した。プラナは早速そこにはいることにした。ドアを開けると中は凄い埃だった。彼女は髪や服に埃がつくのでまた水浴びをしなければいけないな、などと考えながら部屋に入った。埃の量が凄すぎて目を開けていられない。彼女は目を閉じた。同様の理由でまともに呼吸が出来ない。彼女は手を口に当てながらなんとか呼吸した。左手を口にあて、右手を頼りに進んでいく。どうもここは自分の家の地下倉庫のような場所らしい。更に進んでいくと不意に右手から感覚が消えた。そして呼吸からも埃の気配が消えた。彼女は目を開いて見た。石で造られた倉庫の中の開けた場所だった。その先にあるものに彼女は懐かしさを感じた。

「レヴァーディア！ニーズライア！それとルーンの杖も！」

彼女は興奮こそしていたが冷静さを完全に失ったわけではなかった。この開けた場所になら罠の設置など容易なのだ。彼女は床を見て壁を見て天井を見た。どこにも何も異常は無かった。彼女は真っ直ぐと前に進んだ。そして剣と杖を回収し、再び開けた場所に戻った。と突然、目の前を虚空が覆った。彼女は嫌な予感がした。虚空はどんどん大きくなっていった。間違いなく空間魔法だった。彼女は剣の柄からニーズライアを外し、それをどんどん自分に向かってくる虚空に向かって投げつけた。光が辺りに氾濫した。そして全てが収まるとニーズライアは床に落ち、コツンと音を立て、少しだけ彼女のほうに転がってきた。プラナはそれを拾おうとした。だが激しい魔力に押されて拾うことが出来なかった。ニーズライアの中の炎が今はとてつもなく激しく燃えていた。彼女は炎が納まるのを待ってから、再びニーズライアに触れた。今度は反動も無く、拾うことが出来た。彼女は宝珠を再び剣の柄にはめ込み、目を閉じて左手を口元に当て、右手の感覚を頼りに部屋から出て行った。




「あなたがディーターの空間魔法使いですね」

目の前の中年男性に向けて彼女は言った。

「だとしたらどうする。お前たちが俺を止めるというのか」

彼はそう言いながら右手を動かした。何か魔法を使ったらしかった。

「私はルーン＝フィン＝エルファース。あなたを止めるのなんて大して難しくないわ」

彼女は空間魔法使いがどれほど強いかは知っていたが、見た瞬間にこの男になら杖すら使わずに勝てると直感していた。彼女は正面向かい合って男と立会い、右手の人差し指に炎を燈した。彼女はそれを男に押し付けようとした。瞬間、男は目の前から消え、彼女の背後から殴りかかってきた。ルーンはその場にうずくまった。

「流石に男だけあって体力はあるのね」彼女はそう言いながら男の足元から火柱を起こした。男はそれを避けることが出来ず、服が燃え出した。彼女は更に男に向かって炎を増長させる風を呼んだ。中年の空間魔法使いは意識を失った。彼女は何も言わずに部屋から出た。螺旋階段を下りて先ほどまで軟禁されていた部屋へと戻る。部屋の前にはプラナがいた。彼女は剣と杖を持っていた。ルーンが自分の杖を受け取る時、彼女は杖が何か言葉を発したように感じた。彼女は窓の外を眺めた。ローヴ・エウス山脈の切り立った崖しか見えない。彼女は杖の言葉が解読できなかったが、とにかくこれでディーター脱出の準備は整った。

　プラナは以前侵入した時の記憶を頼りに歩いた。相変らず人はまばらだ。彼女たちは出くわした人は全て気絶させていたが、彼女たちが脱走を試みているという情報すら伝わってない風だった。プラナとルーンは赤い絨毯が敷かれ、特別豪華な文様が刻まれた廊下に出た。その先にある扉には封印の紋章が刻まれている。この封印は特定の人間にしか外せないのだ。だがプラナは冷静にそれに近づき、扉に剣を当てた。それだけで大きな門は開いた。

「プラナ、この先にあるのって・・・」

「うん。大聖堂だよ」

「そんなところに行ったら大変なことになるよ」

「大丈夫。あたしの勘がそういってる。それに脱出経路はこれだけよ」

プラナはそう言いながら扉をくぐって行ってしまった。ルーンも仕方なく、杖を携え、

それに続いた。




　大聖堂には多くの信者が一心不乱に正面の神像を崇めていた。彼女たちが入ってきたことに気づく様子もない。このまま気づかれなければ脱出は成功だった。




　ディーターの聖堂の門をくぐりぬけ、丘を走って下る。脱出は成功した。彼女は次はカールソラーナに行きたいといった。プラナもそれに同意した。

「じゃあローヴ・エウス山脈を渡ることになるね。魔の森は通りたくないでしょ」

石で地面に簡単な地図を書きながら彼女は言った。

「わかったわ。プラナ。それじゃ早速ローヴ・エウス山脈に行きましょう」

　後方には先ほど逃げ出してきた宗教都市があり、左方には黒い木の生えた魔の森がある。道をしばらく進むとやがて向きが変わり魔の森は右方になる。前方に見える宗教都市の影を見ながらルーンは神話を思った。混沌だけだった原初。混沌とライラのいた原初。

「私たちはどこに帰するんだろう」

ルーンは不意に口にした。プラナは彼女のほうを向いた。彼女の目はどこか遠くを見ていた。

「理は虚空より来たりて混沌へと帰す」

ルーンが言った。プラナは何も言わずに先に進んだ。




　道から草花が消え、砂利道に変わる。どうやら昨日雨が降ったらしく地面が少し濡れている。彼女たちは足を滑らせないように注意しながらローヴ・エウス山脈を歩いた。しばらく歩いていくとルーンたちは海の見える丘のような場所に出た。もう少しで夕焼けの時間だったがそんなことは微塵も感じさせない綺麗な海だった。ルーンはその光景に見入った。聞きなれない声が聞こえる。彼女は心の中であなたは誰と尋ねた。あなたは私と答えられた。漣が光を反射し鳥が泳ぐ綺麗な海。そして背後には森が広がっているはずだった。彼女は振り向いた。森なんて無かった。ただ単に切り立った崖が続いているだけだった。

「何で私はこんなことを思ったんだろう」

ルーンは疑問を口にして、横で景色に見入っているプラナの頬を突付き、再び歩き始めた。

　岩だらけのローヴ山とは対照的に木々が生い茂っているエウス山。あわせてローヴ・エウス山脈だ。今彼女たちは森の中にいた。星の微かな光が木漏れ日のように射し込んできてなんとも言えず幻想的だ。だが暗い中を歩き続けるわけにもいかないのでもちろんルーンは杖に明かりをつけていた。木の幹が照らされて昼と同じ茶色を覚える。彼女はそんな様子を見ながらプラナに誘導されて先に進んでいた。旅に慣れているだけあって彼女の誘導は的確だった。やがて、朝日が昇ってくる頃に彼女たちの下山は終わったのだった。右手側にカールソラーナの聖なる森を覚えながら彼女たちは先に進んだ。道を進んでいくと枝分かれがあった。ある道はローヴ・エウス山脈へ、ある道は真っ直ぐに、ある道は聖なる森へと向かっている。プラナは真っ直ぐ進む道を選ぼうとしたが手首を後ろから引っ張られて無理やり方向転換させられた。何故かルーンがエウス山へ向かおうとしているのだ。

「何考えてるのよ」

「ちょっと寄り道しようよ」

プラナは納得した。彼女たちはエウス山目指して進み始めた。木々のあいだを縫って進むとそのうち開けた場所に出た。




　そこには湖があった。だが水が見えないのだ。水がない乾いた湖なのではない。水が見えないのだ。ルーンは近づいて手で水をすくい取った。確かに水の感触はある。だが零れ落ちる水が反射する太陽の光すら、何もない場所で反射しているように見えるのだった。彼女はまた水をすくい、今度は飲んだ。何か言葉では言い表せない力が沸いてくる。あえて表現するとしたらそれは知力というものかもしれなかった。

　一連の光景を見ていたプラナは急にしゃがみこんだ。彼女は何かにおびえていた。彼女はその正体がよくわからなかった。彼女はそれでもやらなければいけないことがあると知っていた。いや、ニーズライアが教えてくれたのだ。彼女は剣の柄から宝珠を外し湖に近づいた。ルーンはプラナの姿を見上げた。彼女の栗色の瞳に左手に持つニーズライアの炎が燃えていた。彼女は無言で宝珠を湖に浮かべた。宝珠は吸い込まれるように湖底に向かっていき、一瞬赤い光を放った。そして次の瞬間、湖全体が青く輝いた。空よりも青く海よりも深い色だった。そして宝珠が、別の宝珠も携えて浮かび上がってきた。赤い宝珠と青い宝珠。ニーズライアと正体不明の宝珠だ。プラナは着ているものをゆっくりと脱ぎ、湖に入っていった。彼女は宝珠を両方とも回収すると戻ってきた。携帯していたタオルで身体を拭き再び服を身につける。その後彼女は何も言わずに青い宝珠をルーンに持たせた。ルーンは宝珠をもって目を閉じた。だが何もわからなかった。

「プラナ、この宝珠には何にも特殊な力はないのかな？」

「わからない。少なくともあたしには何も語ってくれなかった」

「宝珠は人を選ぶの？」

「父さんはニーズライアに選ばれてるらしいけど・・・」

「そう。わかった。誰か選ばれてる人が現れるまで私が大切に持っておく」

ルーンはそういい、また見えない水をすくい取った。手の平から伝わってくる冷たさだけが教えてくれる水の存在感。彼女はそれを口に含んだ。今度湧き出てきた力もやはり言葉に出来ないものだったがあえて言うならそれは活力というものなのかも知れなかった。




　カールソラーナの整備された街道を歩く。寄り道のせいでカールソラーナについた頃には夜になっていた。彼女は街を薄く照らす宝石の明かりを頼りに街を歩んでいた。ここでは調べるべきことがあった。街にいただけではキグナスが逃げ出すほどに危険な気配は微塵もないのだ。夜でも人は沢山で歩いているし酒場からは歓声が聞こえてくる。だとしたらどうして彼は逃げてきたのか。彼女たちにはそれがわからなかった。

「あの、ちょっといいです？」

通りすがりの老婆に話しかける。

「あたしはこれから郊外まで帰って寝るところだよ」

「すぐすみますから。スタージルコンっていう家系ご存じないですか？」

「この街の厄介者のことがどうかしたのかね？」

老婆の口調が変わった。

「いえ、カールソラーナから逃げてきたみたいなことを言ってたので」

「ああ、息子のほうかい。あれの親父さんはディーターに同化されてしまったのさ。広大な土地にたいそうな神殿までこしらえて」

「でも何でそんなことをしたんでしょう」

影でこれを聞いていたルーンはふとあることを思いついた。彼女はプラナと老婆のあいだに割って入った。

「もしかしてキグナス＝スタージルコンの父親は女流家系出身じゃないですか？」

「ああ、そんなことを昔からよく言ってたね。家を追い出されたとか独立とか何とか」

ルーンは全てに納得した。ルーンは老婆にお礼を言うと、まだ何かを聞こうとしているプラナを無理やりつれてその場を去った。

「私、キグナスにとんでもないことしたみたい」

「何？ルーン、あなたが何かしたの？」

「女流家系・・・ディーター・・・同化・・・空間魔法・・・。意味わかる？」

「え、まさかルーンが倒した人って」

「そう、彼はコーデリア家の血を直接引いている完全な空間魔法使いだった。そしてキグナスの父親でもあった」

ルーンは自分の頭を自分で軽く叩いた。

「途上大陸・・・。そこで会ったら彼に謝らないと」

彼女たちは夜の公園で立ち話をし終えると港へ向かった。




　港についたときにはちょうど今日最後の船、ペクターラー大陸の東側にあるオルラに向かう船が出る頃だった。彼女たちは早速チケットを購入し、船に乗り込んだ。プラナは自力で動けるうちに部屋に行きベッドの下の段に横になった。ルーンは甲板で外の様子を眺めていた。デュストとライラ。神話でも最も重要な神が住まうとされる星がキラキラと輝いている。特にライラの輝きは虹色だ。彼女はしばらくその光景に見入っていた。雲ひとつない綺麗な夜空だった。彼女は徹夜してしまったことなんかどうでもよかった。




　オルラについた頃になってルーンはようやく強烈な眠気を訴えるようになった。彼女はもうほとんど眠ったような状態で歩いていてプラナが支えてやらないと真っ直ぐ前にも進めなかった。仕方がないのでプラナはここで適当な宿を取り、そこにルーンを寝かせた。彼女はすぐに眠った。プラナ自身は彼女はここに残して観光に出かけた。

　露天で適当なアクセサリーを眺めたりしながら先へと進む。そのうちに彼女は鳥の羽を模った綺麗な銀のペンダントを見つけ、それにしばらく見入った。売人は「欲しいのかい？」と聞いてくるが彼女には関係なかった。しばらく見てから彼女は立ち上がり駆け足でその場を去っていった。

　あまり美味しくないレストランで昼食を取ってから更に彼女はオルラ観光を続けた。何かに没入していないと両親のことを思い出してしまいそうだからだ。そしてもう思い出すべきときが近づいているのだ。だから少しのあいだだけでも彼女はそれから逃れたかった。影が長くなってきたのでプラナは宿に戻った。夕食の準備はなされていたがルーンは眠ったままだった。プラナはライトグリーンの髪の女性が起きそうにないので、彼女の分まで夕食を食べることにした。

　海鳥の鳴き声で目覚める朝は爽快だ。ルーンはプラナよりも早く目覚めたのでプラナを起こすことにした。彼女はすぐに目覚めた。部屋のドア廊下側にかけてある睡眠中の札を料理待ちに替える。するとまるで待っていたかのように朝食が運ばれてきた。

「ねえプラナ、ちょっと」

「何？」

パンをかじりながら彼女は言った。

「宝珠ってさ、ニーズライアはツートラト大陸に、青い宝珠はレイアーサ大陸に。それじゃあペクターラーには？」

「ペクターラーにあったらあたしたちのどっちかがとっくに見つけてるよ」

プラナはそう言いながらニーズライアに願った。この質問の回答を。そして宝珠は答えてくれた。

「ルーン、ゼスエフェ島が最初はペクターラーにある半島だったことは知ってるよね」

彼女は頷いた。

「宝珠があるのはあそこよ。どうやって行けばいいの皆目検討もつかない」

「循環海流の中よりはマシだったかもね」

そう言いながらルーンはスープを飲んだ。魚でだしをとった美味しいスープだった。

　宿を出た後彼女たちはオルラから歩いてカトルラへ向かうか船でカトルラへ向かうかを話し合った。結局はプラナが船酔いを我慢することになった。今度はカトルラから途上大陸の玄関口であるサーニフにまで向かうのだ。嵐の心配が全くない空模様の中で船酔いする友と共に彼女たちはオルラを去った。




　カトルラの港に大きな貨物船が停泊していた。ルーンは船酔いからさめないプラナを無視して係りの人にあの貨物船はどこへ向かうのかを尋ねた。どうやらあの船はミークス島とライクヴァ諸島の東側を経由してサーニフに向かうらしかった。彼女はそれに乗せてくれないかどうか頼んだ。係りの人は相談に行くといい消えていった。その後、プラナも会話に参加できるほどに回復した頃に係りの人が来て、乗せてくれると言った。

　彼女らは狭い貨物室に乗せられた。船室は全て満杯だからだ。狭いなりになんとか動けるその場所ではプラナは何故か船の揺れを感じなかった。彼女は何気なく傍にある木箱を覗き込んだ。一番上には『世界に関する論文』と題された文章があった。彼女はそれを手に取り読んだ。どうやら誰かがイメージ印刷したもののようだった。魔法で焼かれた文字がたまに光り輝く。窓の外を眺めているルーンはプラナの一連の行動に全く気づいていないようだった。彼女は論文を木箱に戻し、横になった。

　彼女は身体がゆすられるのを感じた。ルーンがゆすっているのだ。彼女は瞬きをしたあと彼女のほうを向き「何？」と眠たそうな声で尋ねた。ルーンは無言で窓の外を指差した。夕焼けだった。紅く染まった海と空。炎のように美しい輝きを放つ空。そして太陽の光を反射する海。彼女たちはしばらくその光景を見た。ルーンは何故かその海の上で舞うプラナの姿を覚えた。




「いいかプラナ。俺と母さんは旅に出る」

「じゃああたしもついて行くよ」

「ダメだ。この旅には・・・」

ディックは妻のほうを向いた。レインの瞳は答えようとしなかった。

「戻ってこれる保証が無いんだ」

ディックは独断で娘にそう告げた。

「でも途上大陸東の大樹海くらいならあたしでも」

「ダメなものはダメだ。なぜなら多分・・・」

「俺たちの旅を終わらせられるのはお前だけだ」

暖炉がぱちぱちと燃える音だけがあたりに残った。




　親友はそこにはいなかった。プラナは狭い場所で無理やり寝転がった格好のままで考えた。

「どうしてあんな夢見たんだろう・・・。途上大陸が近いから？」

「まだ希望を持っているの？あたしは。いい加減に諦めなさい」

「でも・・・」

彼女は目を閉じた。




　ルーンは甲板で鳥と話し合っていた。ルーンの肩にとまった鳥が中々彼女から離れようとしないのだ。だから彼女はその鳥と話し合っていた。だが警笛が鳴り響いた瞬間、鳥はついに離れて行ってしまった。今ついた場所はライクヴァ諸島のどこかだ。そして今日の夜にはサーニフにつくという。ルーンは停泊中にそのことを船長に確認すると狭い貨物室に戻った。プラナはサーニフ到着まで目覚めなかったしルーンはサーニフ到着までずっと窓の外を眺めていた。


歴史を紡ぐ大地で




　サーニフに降り立った彼女たちはまずは港から離れた。港付近の露天でレイアー鉱山から産出された宝石を加工したアクセサリーなどを眺めながらそこを離れていく。彼女たちが目指すのは東の大樹海だったが、そこに行くには例の酒場に寄るのが一番よかった。街の歩道もあまり整備されていない大陸。この大陸の特徴である黒い土では作物がまともに育たないのだ。それこそがここを途上にしている最大の理由だった。そして街から離れると濃い霧が立ち込める。今は夜だからあまり気にならないが、昼間ですら視界をさえぎるこの霧は厄介そのものだった。ルーンは上を見た。今夜は満月だった。しかしその月光も霧にさえぎられてかすかにしか届かないのだった。

　プラナは酒場シュリーレイアーを目指して歩いていた。この速度ならばなんとか夜のあいだにつくことが出来るだろう。途中にある沼地には丸太が渡してあってそこの上を歩くのだがそこが細くて横になって歩かないと歩けないほどなのだ。彼女たちはそこをなんとか突破して、突然眩しい場所に出た。そこには霧が無かった。そこには直接満月が降り注いでいた。ルーンとプラナは満月を見上げると再び先に進んだ。プラナの身体がかすかにだが震えているようにルーンには見えた。

「プラナ、あんまり強がらないほうがいいよ」

「あたしは強がっているんじゃないよ。弱さを見られたくないだけ」

夜も終わり、朝日が昇る頃に彼女たちはレイアー鉱山の工夫が集まる酒場シュリーレイアーにたどり着いた。中は男たちの熱気で一杯だった。彼女たちは朝食の時間帯が済んでから、皆が鉱山に向かっていってしまってから中にはいることにした。やがて男たちが酒場から出てきて鉱山へと向かっていく。ただ、彼だけは違った。

「プラナちゃん！」

そう言いながら彼は彼女たちに走って近づいてきた。キグナスだった。




　彼女たちは酒場の中に入った。先ほどまでとは打って変わって閑散としていた。入るとすぐ目に入る側の壁には絵が飾ってあった。緑の髪の女性が鳥と戯れる絵だ。そしてその横には楽器を携えた年齢すらよくわからないかろうじて男と判断できる人が座っていた。彼女らはカウンターに座った。奥にプラナが、その次に座ろうとしたルーンを押しのけてキグナスが、そしてその隣にルーンが座った。マスターは奥で何か作業しているらしくものを動かす音があたりに響いている。

「何でもいいからお酒ください！」プラナは大声で叫んだ。マスターはすぐに飛んできて棚から適当なボトルを取り出してコップに注いだ。

「はいよ。ディートリットだ。かなり甘いから注意しな」

そう言いながらマスターはプラナにコップを渡した。

「何であたしだってわかったんですか？あなたは奥に居たから注文したのがあたしだって知らないはずです」

「その声・・・その髪・・・。あんたプラナだろ。プラナ＝Ｅ＝レヴァーディア」

「覚えてたんですか・・・」

「ああ、お前らみたいな冒険好きのことならな」

「そうそう、ディックから手紙を預かってるんだ。探してくる」

マスターはそう言って奥へと消えていった。ルーンは無言で席を立った。キグナスもそうするように半ば強引に彼を彼女は動かした。ルーンに引き摺られる格好でキグナスは酒場の外に出た。

「ごめんねキグナス」

「何で謝るんだ？」

「私、あなたのお父さんに結構な火傷を負わせちゃったから」

「アイツはもう親父じゃないと俺は思ってる」

そう言いながらキグナスは突然壁に寄りかかった。そしてそのままうずくまる。

「どうかしたの？」

ルーンが上から覗き込むような格好で彼に話しかける。

「何だ・・・目眩が・・・目の前が青い・・・」

「落ち着いて。目の前が青いのは空が青いからよ」

「違う・・・空の青さとは違う・・・海の青だ・・・。シーファーグス・・・」

「シー・ファーグス？」

彼女は海の青という言葉が妙に引っかかっていた。何か海に似たものがあったような気がする。彼女はメモを読もうとポケットに手を入れた。と彼女の手が宝珠に触れた。それこそが求めている答えだった。

「この宝珠のこと？」

彼女はそう言いながら彼の手に宝珠を渡した。宝珠を受け取ると彼は先ほどまでとは全く違う健康そのものな様子になって立ち上がった。

「この宝珠は絶対なる海と最も根源に近い生命を司る宝珠、シーファーグスだ」




　コップが空になった頃にマスターは戻ってきて彼女に手紙を渡した。プラナは慎重に丁寧にそれを開いた。普段は手紙など書かない父の字がそこにはあった。

『俺たちはこれからあの遺跡に向かう。ニーズライアの宝珠を見つけたあの遺跡だ。母さんが行くと言って聞かないからな。そしてこれはレヴァーディアではなくてクラウディアの問題なんだ。本当にニーズライアに選ばれていたのは父さんではなくて母さんだったんだ。だから全てを確かめに遺跡に行く必要があるんだ。』

ディック＝Ｃ＝レヴァーディアより愛する娘へという決まり文句でその手紙は締めくくられていた。

　彼女は降ってもいないのに雨の音を聞いた。そして暖炉で薪が燃える音。そして父の影に母の影。そう、父さんと母さんが遅れた誕生日祝いとしてレヴァーディアとニーズライアを彼女に渡して出て行ったあの日は雨が降っていた。寒かった。彼女は泣きそうになるのをどうにかこらえた。雨の音に混じって音楽が聞こえてくる。彼女は手紙を綺麗に折りたたみ胸のポケットに入れると楽器を持っている男の元に向かった。

「今の曲上手いですね」

「おれの腕じゃなくて曲を褒めるのか・・・」

「うん。曲がよくないと全ては始まらないから」

「確かにそうかもな」

「ところであなたは一体何者なんです？その格好じゃ男の人だってことはわかっても年齢まではわかりません」

「謎が多くないと英雄として歴史に残れないぞ」

そう言いながら彼は手にしている弦楽器を奏でた。悲しみと虚構に満ちた曲が辺りを覆った。

「英雄か・・・。あたしはその英雄の血を引いている。だからあたしも英雄」

彼女はそういい、男の傍を去った。男もまた楽器をしまい、上の階に上って行ったようだった。




　レイアー鉱山で今日の採掘作業を終えた工夫たちが酒場に戻ってくる。表にいたルーンたちも彼らと一緒に中に戻り先ほどと同じ順番で座った。

「マスター、いつものヤツ」

「いつものってキグナス、お前毎日違うの飲んでるだろ」

「まだ飲んでないやつって意味だよ」

彼女たちが戻ってきたときには既にプラナは泥酔状態でまともに会話が出来なかった。プラナは普段の凛々しさが微塵も感じられない格好で酒を飲みに飲んでいた。ルーンは一言「ダメ・・・匂いだけで酔っちゃう」と言い、窓から外に顔を出してなんとか酔いを醒まそうとした。

　プラナはなんとなくニーズライアに触れた。無意識の動作だったがそれは彼女の酔いを醒ますには充分だった。彼女は水を飲み干すと彼の方を向いた。いきなり彼女の酔いはさめたようだった。まだたいした量を飲んでいない彼もまた彼女の方を向いた。

「今のあなたってもしかして宝珠を持ってるの？」

彼は言われて宝珠を彼女に見せた。彼女は無言でそれを見つめてから彼に言った。

「宝珠を握って。宝珠に耳を傾けて」

彼は言われた通りにした。自然と目が閉じる。景色が見える。海だ。なんでかはわからないが彼にはこれが絶対なるものに感じられる。そして聞こえてくるよくわからない言葉のようなもの。彼はいつの間にか目を開いていた。彼女の顔が彼の瞳に反射した。

「この宝珠はシーファーグス・・・」

「そして選ばれたのはコーデリア家ね」

プラナはそう言い、また水を飲んだ。ルーンにも酒場にいる他の人間たちの声に混じっていても尚はっきりとプラナの言葉は聞こえた。




　深夜になるとまた工夫は消える。彼らはレイアー鉱山近くの宿泊専門の施設に向かうのだ。彼女たちが残った後、プラナは今晩の宿をどうするか考えた。彼女はマスターに上の階を使わせてもらえるかどうか尋ねた。マスターは簡単に承諾してくれた。いつの間にか完全に酔っ払って眠っているキグナスを無視してルーンとプラナは上に行った。彼女たちは奥の部屋に入った。ベッドも机も何もない質素な部屋だ。窓からは月光が射し込んでくる。今夜も満月のようだった。彼女は月光に誘われるかのようにポケットにしまってあった手紙を取り出して読み直した。何かが足りない。何かが欠けている。彼女はそれを暴こうとした。どこにも見当たらない。

「ルーン、起きてる？」

床の上に横たわっている女性に彼女は話しかけた。緑色の髪の女性は答えた。

「うん。起きてるよ」

「じゃあ手伝って。この手紙、多分あぶり出しになってるから」

月光を頼りにルーンはメモ用紙を取り出すと彼女はそれに右手の人差し指で触れた。紙はすぐに燃え上がった。彼女はプラナに近づいた。炎が壁に影を形作る。誰かの影が誰かの影の傍で何かをあぶる。やがて手紙の裏面に文字と地図が浮かび上がってきた。プラナはそれを読むために月光が最もよく集まる窓際に寄った。影は消えた。あぶり出しの部分はこう書き出されていた。

『プラナ、あなたはそうまでして真実を知る必要はありません』

彼女は続きを読んだ。

『これはあくまでもわたしレインの問題です。娘であるお前に無理に解決させようとは思っていません。でもあなたは確かにクラウディアの血も引いているのです。あなたが女性であることがその証明です。そしてもしも解決を望むのならニーズライアの遺跡まで来なさい。地図を下に書いておきます。それともしかしたらあなたは夢を見るかも知れません。わたしと同じような、虚構であるのに現実に満ち溢れている夢を』

閉めの部分が何故かレイン＝レヴァーディアよりではなくてレイン＝クラウディアよりになっていたのが少し気になったが彼女はそんなことを深く考えるのは後にして更にし下の部分にある地図に目をやった。ニーズライアの遺跡は東部大樹海の南東にあるらしかった。それだけ確かめると彼女は再び手紙を折りたたみ胸ポケットにしまうと眠りについた。ルーンは既に寝息を立てていた。




　翌朝工夫たちが出て行ったあとに彼女たちは下に降りた。しかし何故かキグナスはまだそこにいた。

「レイアー鉱山に行くんじゃないの？」

「いや俺もお前たちの旅に同席させてくれ」

プラナは首を横に振ろうかと一瞬思ったが思い直して頷いた。

「シーファーグスがあなたを選んだ以上あたしたちは断れないのかもね」

「そういうことだ」

　早朝の作業を終えた後は仮眠を取るらしくマスターの姿は見当たらなかった。ルーンは朝食を作った。自分の分とプラナの分、そして頼まれたから楽器を持った男の分も。食事を終えると楽器の男は上に消えた。彼女たちはしばらく他愛もない会話をした。楽しいひと時だった。やがてマスターが起きてきたのでプラナは彼に言った。

「マスター、東の大樹海に向かうんでそれようの装備をここにいる全員分用意してください」

「わかった。ディックの思いを継ぐのは娘か」

彼はそう言いながら奥へと入っていった。

　階段を下りてくる音が聞こえる。どうやら楽器の男が下りてきたらしい。男は楽器を奏でた。美しい旋律が辺りを支配する。やがて音はやみ、男は再び上に上って行った。プラナはふと思い立ち席を立つと後を追った。男は一番手前の扉を開けて部屋に入っていった。彼女がそこに入ると男の他に金髪の幼児がいた。彼女はそれでようやく全てを悟った。

「あなたの正体が今わかりました」

プラナは男に背後から話しかけた。男は幼児を抱きかかえると彼女の方を向き、無言で続きを促した。

「あなたはリナゼア＝ジーオルドさんですね」

「ああその通りだ」

「そしてその子は・・・」

「エコー。エコー＝クラウディアだ。お前の可愛い妹だよ。今から下に連れて行って紹介しようと思っていたんだが」

「その必要はなくなりましたね」

笑いながらプラナは言った。そしていいながら彼女はある決心をした。この旅が終わったら自分の名をプラナ＝Ｅ＝クラウディアに変えると。

　リナゼアとプラナは一緒に階段を下りた。そしてリナゼアは酒場から出て行った。彼女がカウンターの席に戻るとそこには大きな荷物が積んであった。水筒の底に文字が焼きこんであった。彼女はそれを読んだ。『エア＝アクアリス』と書いてあった。

「マスター、この水筒って・・・」プラナは尋ねた。

「ああそうだ。お前の親たちが使っていたものだ」

「エアさんってどんな人だったんですか？」

ルーンとキグナスは無言で彼女らの話を聞いていた。

「あの連中ではまともだったなあ」

「あたしの両親からして相当なもんですからね」

「そういえばレインとディックの婚約発表の夜のリナゼアが落胆する様は相当なモンだったな」

「リナゼアさんならさっきまでここにいましたよ」

「プラナ、見え透いた嘘は言ってはいけないよ。面白くない」

言いながらマスターは笑った。彼女は「そうですね」といいその後沈黙した。リナゼアは隠しているのだ。そして彼女とここで出会ったのは多分偶然なんかじゃない。プラナはそう思い、全てを飲み込んだ。




　工夫たちがやってくる前にルーンたちは食事を終えた。そしてプラナはキグナスを連れて上に上っていった。その直後に工夫たちが入り込んでくる。ルーンは天井を見てこう呟いた。

「プラナはいいな」

「邪魔しちゃダメだよね・・・」

そういい、ルーンは酒を注文した。




「プラナちゃん、どういうつもりなんだい？」

突然部屋に入れられて彼はやや混乱していた。

「キグナスはあたしのことが好き？」

「それってどういう意味だ」

「誤魔化さないで」

「ああ、好きだ」

彼女はキグナスに抱きついた。そしてキスした。彼女たちは満月に照らされる場所でしばらくお互いの表情に見入った。そしてプラナは上の方のリボンに手をかけながらこう言った。

「男の人の前でリボンを解くのは父さん以外では初めてなんだからね」




　夜は明けた。早朝にプラナとルーンとキグナスは酒場を出た。少しだけでも早く入る必要があった。朝食をとりながらプラナは東の大樹海についての説明をした。

「いい、樹海に入ったら一切のものに触れないこと。あそこは全てが毒よ。もしも魔物に襲われても逃げることを最優先に考えて。あそこの生物は生き残ることしか考えてないの。そして生き残るためには自分を殺そうとするヤツを殺せばいい」

　濃い霧の中を走り、彼女たちはついに樹海に到達した。朝日はちょうど昇り始めた頃だ。プラナはすぐに樹海に入っていった。ニーズライアが光った。ルーンとキグナスも後に続いた。樹海に入った瞬間に全ての価値観が反転したような感覚に襲われる。異常としか表現のしようがない異常さを感じる。彼女たちは走った。横たわっている木を避けて大きく迂回したりしながらとにかく走った。幸いにも魔物と出会うことは無く、木漏れ日すらない暗黒の空間での昼は過ぎた。夜になって彼女は自ら進んで夜の見張りをしようとするキグナスを静止して自分が番をすると言った。ルーンはやり取りを聞きながら無言で保存食を食べて水筒の中の水を少しだけ飲んだ。

「あ、ルーン。寝るんだったら地面に注意してね。土が顔に触れたら多分死ぬよ」

プラナは言った。ルーンは仕方なく、杖に全体重をかけて支える格好で眠りについた。




「どうして俺に番をさせないで自分でするなんていったんだ」

「あたしでないとここの雰囲気には長時間耐えられないよ。それに・・・」

「それに？」

「夢を見るのが怖いの」

「夢が怖い？」

「そう。何でだかよくはわからないけどとにかく怖いんだ・・・」




　翌朝、ルーンたちはこの異常空間には不似合いな鳴き声を聞いた。彼女たちは周囲を見回した。プラナは北を指差した。彼女の身体感覚が狂っていなければそこは北だ。

「ここから北よ。鳥の鳴き声がしたのはここから北！」

プラナはそう言いながら走り始めた。とはいっても他の仲間たちがついてこれる程度の速度だったが。彼女が本気で走ったら多分誰も追いつけないだろう。進んでいくとやがて異常さが再び反転して正常に戻った。何故か樹海の中でもそこは普通の雰囲気だったのだ。木の幹は紫や緑といった気色の悪いものではなくて茶色やこげ茶だったし葉っぱの色もそうだった。そんな場所を進んでいくとやがてまるでルーンの嫌いな光景の再現かのような場所に出た。だけどそれは違った。この光景は人工のものではない。だからルーンはむしろその光景が好きになった。プラナはそこにある大樹に向かって無言で歩いていくと木に抱きついた。彼らは無言で彼女を見ていた。彼はプラナを見ながら不意にある衝動に駆られた。彼女が木から戻ってきた直後、キグナスはその思いを彼女に告げた。

「ニーズライアを俺に貸してくれないか？」

「いいけどそれが何になるの？まあいいか。じゃああたしにはシーファーグスを貸してね」

彼女はいい終えてから剣から宝珠を外し彼に渡した。彼女の手には代わりに青い宝珠がやってくる。ニーズライアの声を聞くときにやるのと同じように彼女はシーファーグスの声を聞こうとした。彼女は自然とその声が耳に入った。ルーンには突然プラナの背中に翼が生えたかのように見えた。彼女はプラナの姿を見つめ続けた。何故かその姿はとても懐かしいものに思えた。

「思ったほどでもないな」

キグナスはそう言いながらニーズライアを彼女に返そうとした。だが彼女の様子がどこかおかしかった。プラナは彼に見つめられていることに気づくと呟いた。

「あたしはこの青い宝珠にも選ばれていたの？確かにあたしにはこれの声が聞こえた」

「俺にはニーズライアの声は聞こえなかったけどな」

彼はそう言いながらプラナの手から無理やりシーファーグスを引き剥がしてニーズライアを返した。そうされた後、プラナはこう言った。

「この大樹は間違いの証よ」




　元のルートに戻り再び走る。全てが異常な場所でかろうじて異常じゃない要素である空気を吸いながら全員は走っていた。そしてその日の夜もプラナが番をすると言ったが彼が無理やりに止めてキグナスだけが番をすることになった。とは言ってもプラナが眠らないことに変わりは無いのだが。プラナはあたりに響く魔物の異常な叫び声などに聞き入っていた。結局ルーンだけが眠り、そして夜が明けた。彼女たちは道なき樹海を進んだ。やがて建物が視界に入ってくる。その建物はどうやら全てが水晶で作られているらしかった。階段は赤いクリスタル。全体は光を通す透明なクリスタルで。実際その場所には光が射し込んでいてクリスタルは輝いていた。ニーズライアの遺跡だった。プラナは目をこすってから中に入っていった。ルーンたちもそれに続いた。

　プラナが中にはいるとそこにある祭壇には手紙が置いてあった。彼女はそれを開き、読んだ。母からの手紙だった。彼女がそれを読み終え顔を上げると後ろから友たちの声がした。彼女は振り向くと手紙を見せた。

「読んでいいのか？」

キグナスの問に彼女は頷いた。それにはこう書かれていた。

『 親愛なる（一方通行）プラナへ

私達は再びここへやってきました。・・・ここが旅の終わる場所だと信じて。

でもそれは違いました。私達の旅の終着点はここではなかったのです。いえ、私達の旅ではなくて私の旅というべきかも知れませんね。私は私が見る夢とニーズライアの声を頼りにここまでやってきました。そしてここでまた夢を見ました。旅の続きの夢を。

あの島はたぶんゼスエフェ島。本当はあなたをそんな危険なところには行かせたくない。でも行くのでしょうね。ここまで来てしまったのだから。まあせいぜい頑張りなさい。どうせ私はもう死ぬ以外に道は無いんだから。さようなら。

レイン＝クラウディアより』

彼と彼女はそれを読むと彼女に返した。

「なんだか最後の方がとんでもないことになってるな」

キグナスが場を和らげようとなんとかそう口にした。

「違う、母さんは最後までいつもと変わらない人、変わっている人だって伝えたかったからこんな風に書いたんだ」

彼らは反応のしようが無かった。

　ルーンは突然何かに襲われた。彼女は耳を塞いだ。だが声は容赦なく聞こえてくる。彼女は無言でプラナを押しのけて祭壇の前に立った。彼女は自分自身の内面に逆らおうとした。だがそれは出来なかった。ルーンは言った。

「宝珠。ニーズライアとシーファーグスを」

プラナとキグナスは何故か今のルーンに宝珠を渡してはいけない気がした。だが渡そうとする力には逆らえなかった。彼女たちは彼女に宝珠を渡した。瞬間、紅い光と蒼い光が辺りを支配する。異なる赤と青は混合することなく全体を照らす。その色はそれだけで全てを作り出すことが出来た。そして宝珠が光に乗って天へと舞い上がる。それを見た直後、彼女たち自身の身体もまた宙に浮かんでいると知った。彼女たちは目を閉じて次を待った。目を開くと地面に宝珠が落ちていて、そして海岸にいた。彼女は太陽の位置を見る。

「この時間でここに太陽があるって事はここはゼスエフェ島！？」

プラナはおどろいた。近づいた船全てが世にも恐ろしい光景を見せられた後何故か全く違う航路をたどってしまうおそらく魔法のかけられた島がこんなにも美しかったのだから。彼女はルーンの方を見た。彼女の様子はいつもとは少し違っていた。彼女はプラナとキグナスのほうを向き、無言で宝珠を拾うように促した。彼らはそれに従った。

「ルーン、ここってもしかして・・・」

「そうよ。人間たちがゼスエフェ島と呼んでいるところよ。ここを穢されないためにはそういう魔法をかける必要があった」

彼女はそういい、どこかへ歩いていった。プラナとキグナスは後を追った。ルーンについていくとやがて視界に質素な祭壇が見えてくる。ルーンをそこに近づけてはいけないような予感がするが彼女たちにはルーンを止めることは出来なかった。ルーンの後に続いて祭壇の前に立つ。祭壇には緑色の宝珠が埋めてあった。

「触らないで！」

プラナは叫んだ。だけどルーンはまるで聞いていないかのようにそれに触れて、祭壇から宝珠を抜き取った。

「フィアグスルーン。全ての基盤たる魔力と空に集まる夢である風を司る宝珠。本当はこれは私のものではない。でも何であのとき私の手に・・・」


世界で最初にあった物語




　ルーンはフィアグスルーンを掲げた。それは緑色の光を放つ。それに彼女たちは包まれて、次の瞬間には開けた島ではなくて閉じた森の中にいた。プラナはルーンの姿を軽く見つめてから空を見た。今いる場所を確かめるためだ。太陽が見えた。見えるはずのない場所に。

「嘘・・・」

プラナの様子に気づいたキグナスも天を見た。

「おいおい、空間魔法でも使われてるのか？」

「違う・・・」

プラナは呟いた。

「そう。ここは人間たちが循環海流と呼んでいるところの中よ」

「ルーン・・・」

彼女はそう言った瞬間に猛烈な眠気に襲われた。彼女は横になって目を閉じた。




　彼女は翼が空を切るの感じていた。風は彼女に全ての思いを伝えてくれる。彼女は全てを知っている。そう、全ては繋がっているのだ。ニーズライア。全てを調和する炎と全てを繋ぐ空間を司る宝珠。でも彼女は海を越えてはいけない理由がわからなかった。だから彼女は海を越えたいと願った。願いを込めた宝珠を彼女はコーデリアに返した。




「夢・・・。これがそうなの？母さん・・・」

目覚めるともう夜だった。そしてここには何故か月光が照っていて、しかも光は激しかった。

「ルーン、大丈夫？」

「え、私なら平気だけど」

先ほどまでとは全く違う普段の様子そのままのルーンがいた。彼女は少し驚いた。

「キグナスも起こして夜の散歩にでも出かける？」

「月光も何故か照ってるしいいんじゃない？」

彼女はそう応答し、キグナスを杖で軽く叩いて起こした。

　森の中を歩き回るが何故かどこにも出ることがない。確認のために引き返してみても何故か同じ景色には出くわさないのだ。まるで全てが生きているかのように景色そのものが変わっていくのだ。彼女たちはそんな場所を歩きに歩いた。やがて夜が明けた。流石にこんな場所を歩いていては身体が持たない。プラナは休憩を提案した。皆がそれに同意した。




　彼女は海に向かって足を少し進めた。波が足に当たる。だがそれ以上進めない。受け継いできた記憶が邪魔をしているのだ。禁忌を犯すことを。彼女は諦めて天へ舞った。エルファースがそこに待っていた。彼女にレヴィーク－クラウディアはフィアグスルーンを渡した。エルファースは宝珠で翼を撫でると、それを輝かせた。他の妖精たち全員にクラウディアの海を越えたいという願いが伝わった。




　プラナが目覚めた瞬間、風が彼女の身体を包んだ。彼女はまるで風に支えられるかのようにして起き上がった。相変らずの森の中を彼女たちは進む。だが変化は訪れない。彼女たちが海岸線に出ることすらないのだ。そもそも途上大陸以外で月が光っているということ自体が驚きだった。

「そんなに大きな島じゃないはずなのになんで海岸線に出ないんだろう」

プラナはそう口にした。

「レフィア－ローナに向かっているからよ」

またいつものルーンと様子の違う声が聞こえてきた。彼女は心配そうにルーンの顔を見つめた。キグナスはそんな彼女たちの様子をただ見守っていた。




　母が言っていた夢。それは旅の終わりを知らせるもの。その日の夜、ルーンが眠ってから彼女はキグナスに正直に話した。

「ねえキグナス・・・」彼女はそう言いながらキグナスに寄った。

「プラナちゃん、なんだい？」

「旅を終わらせるのが怖いの。ルーンの様子がどんどん変になっていく・・・」

青髪の青年はしばらく沈黙した後こういった。

「だったら旅を終わらせなければいいだろ」と




　ルーンは森を見ながら不意にある言葉が脳裏によぎった。

『現在を生きるは私たちだけ。彼らは既にこの地を去ってしまった』

彼女はこれが今の自分たちを表している気がしてならなかった。風が彼女の身体を優しく撫でた。




　彼女はフィアグスルーンを返してもらうと天からまるでトルンに翼を押されるかのようにして地面に降り立った。トルン－クラウディアはその生命が終わった今でも月となって彼女たちを照らしている。彼女は再び海を越えようとした。そこにコーデリアとエルファースがやってきた。




　昼は彼女たちはただただ歩んだ。歩むにつれて風が強くなっていく。彼女はそれを全身に受けながら進んでいた。彼女は見ている夢が過去の自分の記憶だと段々気づき始めた。そしてルーンもまた同じ状態だと。開けた場所に出た。そこの先に進んではいけない気がする。だがルーンはプラナの制止する声も聞かずに先に進んでしまった。プラナは決心した。彼女はキグナスのほうを向いた。そしていきなりキスした。彼女はレヴァーディアを彼に渡した。

「何でこんなことをするんだ？」

「旅には終りが必要だからよ。あたしが父さんの旅を終わらせる」

「それとこれと何の関係が・・・」

「ごめん、これ以上は説明できないんだ」

あなたまで思い出してしまったら一体誰が旅を終わらせるの、と彼女は心の中で付け加えた。

「プラナちゃんがなんと言おうと俺はプラナちゃんとずっと共にい続けるぞ！」

彼はそう言ったが彼女はそれを無視して後ろに下がり彼から遠ざかった。

「男は・・・女のわがままを・・・聞くものよ・・・」

彼女がそういうとニーズライアが光か輝き彼女の前から男の姿は消えた。彼女は向きを変えるとルーンの後を追った。父の旅を終わらせるために。




　そこは全ての風が集まり全てを純化されて再びどこかに吹きにいく場所だった。フィアグス。空に集まる夢である風。彼女はそれを意識しながらルーンとともに目の前に落ちている白い鳥の翼のようなブローチの前にいた。彼女はそれを手に取るのを躊躇したが、ルーンはそれを彼女に無理やりにでも持たせようとした。フィアグスルーンに選ばれたものの使命。それはクラウディアをこの地に導くこと。

「確かにもうあたしは海を越えられない・・・」

彼女はそう言いながらそのブローチに触れた。




　レフィア－ローナ。彼女の左胸についている羽飾りのブローチの名だ。そして彼女が妖精王クラウディアである証だ。彼女は海を越えようとした。そこに彼女を止めるつもりなのかエルファースとコーデリアがやってきた。彼女たちは心を伝えた。

『海を越えること。それ自体は禁忌。でも時には禁忌を犯すのも必要かもしれない。だから私たちはあなたについて行きます』。彼女たちは手をつなぎ海に向かった。少しずつ陸地が遠くなっていく。月光は消え何の意味もないただの光である日光が彼女たちの翼を照らす。そして更に進んでいくと別の陸地が見えてきた。彼女たちはその地に降り立った。おそらくエルファースとコーデリアが止めてくれなかったらレヴィーク－クラウディアはその地を探検していただろう。彼女たちの焦っている心が伝わってくる。

『クラウディア！羽が腐り落ちてる！』

『多分この土地の瘴気の所為』

彼女は突然疲労感を覚えその場に倒れこんだ。

　長い夢。最初の妖精、最初のクラウディアである虚空王、フィアグス－クラウディアからレヴィーク－クラウディアまでの長い夢。最初は孤独だったこと。だから無力だったこと。そしてやがて魔法そのものが彼女の願いに応えたのか生命を持ち始めたこと。彼女が夢から覚めるとそこはもといた大地だった。彼女を最後まで運んでこれたのはエルファースがフィアグスルーンを操れたからだった。空に集まる夢である風と全ての基盤たる魔力の宝珠を操ることが出来るのはエルファースが誕生するまでは本当の生命を持っているクラウディアだけだった。レヴィーク－クラウディアの代は本当に全てが違うらしかった。コーデリアがシーファーグスで翼を治してくれたらしく再び彼女は宙を舞うことが出来た。しかしそこで彼女は他の妖精の恐ろしい思いを感じてしまった。妖精たち全員の羽が腐り落ち始めたのだ。彼女は地面に降り立った。すぐにコーデリアとエルファースが来てくれた。彼女たちの翼も半分消滅していた。シーファーグスとフィアグスルーンとニーズライアが輝いている。クラウディアは全ての宝珠を手に取ると思いを全ての妖精に伝えた。

『あなたたちの力を貸して。全てを浄化する大樹を生み出す』

　他の妖精たちの思いがどんどん消えていった。本当の生命をもっていないが故に本当に死ぬことは出来ず存在が大地に還元されるだけのものたち。そしてやがて森に大樹が生まれて瘴気は浄化された。だが魔法を使う力は消えてしまった。

『レヴィーク－クラウディア・・・。永遠王という意味ではなくて最終王って意味だったのね』彼女の思いが届くのももう既にエルファースとコーデリアだけだった。彼女の胸からレフィア－ローナが落ちた。彼女はそれを拾おうとしたが拾うことが出来なかった。彼女はそのショックでフィアグスルーンを落としてしまった。エルファースはそれを拾うと宝珠の声を聞いた。そして全てを終わらせる最後の魔法の存在を知った。

『聖域へ。そこでしか使えない最後の魔法を使う」彼女は声に出していた。

エルファースはそう言って最初のクラウディアが降り立った聖域へと飛んだ。レフィア－ローナとともに彼女たちは地面に足をつけた。彼女は宝珠を空中に浮かべて最後の魔法の説明を始めた。

『多分私たちが死んでもこの大地にはまた新しい生命が生まれる。だから私たちもその生命として生まれ変わるの。もしも妖精としての生命を望むのならまた私たちで聖域へ来ればいい」

『その魔法の名は？」

レヴィーク－クラウディアもまた声に出していた。

『リズリア－ファーグス－ラス－クラウディア。終わりの眠り」

『リズリア－ファーグス－ナ－クラウディア」

そう言ってコーデリアは消えた。その後にはシーファーグスが落ちた。

『リズリア－ファーグス－ラス－クラウディア」

レヴィーク－クラウディアが言った。その後にはニーズライアが落ちた。

『リズリア－ファーグス－サート－クラウディア」

妖精族最後の言葉はエルファースが言った。その後にフィアグスルーンが落ちた。




　プラナ＝Ｅ＝レヴァーディアは全てを思い出した。彼女はルーン＝フィン＝エルファースの方を向いた。

「あるものはありないものはない。理は虚空より来たりて混沌へと帰す。現在を生きるは私たちだけ。彼らは既にこの地を去ってしまった。私は全ての根源を探してたけどまさか私たち自身が根源だったなんてね・・・」

「あたしは・・・」

「妖精としての生命を望むの？」

「あたしは妖精でもあるけど同時に人間でもあるのよ。じゃああたしはいったい」

「あなたはクラウディアよ」

「でもあたしは人間として生きたい」

「それじゃ私の生命は無駄だったの？」

「違う！」

「それに終わりの眠りはあなたにだって！」

「妖精の生命と人間の生命は違いすぎる。終わりの眠りでやり直すことが出来るのは完全な人間ではないあなただけよ」

そう言いながらプラナは背中に力を籠めた。想像通り身体が浮かび上がった。力が戻ったのだ。

「私だけが生き残るの？」

「大丈夫、コーデリアがいる」

「それにあたしの妹も」

プラナは付け加えた。エルファースもまた背に力を籠めた。だが浮かぶことは出来なかった。彼女の翼はまだ不完全だったのだ。プラナは木の枝の上に座り見下ろした。

『私だけ生き残っても意味がない」

『あなただけでも生きていればあたしたち妖精がいたって意味がレヴァーディアに伝わる」

『レヴァーディア？」

『あなたの論文を読んだ。世界の名はレヴァーディアよ。他でもないレヴァーディア」

彼女はそう言って最後に別れの言葉を言った。

『あなたは本当の生命をもっていないからやり直せるの」

彼女はそういって森の奥へと飛び去っていった。ルーンはいままでで最も強く宝珠を握り締めた。




　冬の山の中腹付近にある村に立ち寄る。小さな町だったが酒場があったので彼はそこに向かった。中には金髪の少女がいた。彼女とよく似た雰囲気の幼い女性が。彼は彼女の席に座った。

「あ、何するんです」

「お前、名前は？」

「エコー。エコー＝クラウディアです」

「これを読んでくれ」彼はそう言いながら鞄から原稿を取り出した。それを彼女に渡した。彼女はそれを手に取り、何も言わずに読み始めた。

「これに出て来るプラナ＝Ｅ＝レヴァーディアって・・・」

「何だ？」

「実在するの？しないの？」

「するよ・・・」

「あれ？おじちゃん泣いてるの？」

「プラナ・・・。旅は終わったんだ・・・。俺がお前の旅を終わらせたんだ・・・」




　エコーはカトルラの家で久々に足を動かした。というのも執筆作業が終わったからだった。彼女はキグナスから受け取った『最初にあった物語』の原稿に加筆修正分を挿し込むと彼女は立ち上がった。

「キグナスさんの終わり方ではダメよ。お姉ちゃんの旅はあんな終わりかたじゃなかった。わたしにはわかる」

エコーは胸に手を当てながらそう言った。そして窓を開いた。風が入り込んでくる。港町の気持ちのいい潮風だ。彼女はそれに髪を揺らした。
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